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つ
な
が
る　

つ
な
が
る　

大大ま

ち

ま

ち月月
のの
元
気
元
気

特集特集

　

超
高
齢
化
が
進
む
現
代
、
約
３
人
に
１
人
が

　

超
高
齢
化
が
進
む
現
代
、
約
３
人
に
１
人
が
6565
歳
以
上

歳
以
上

と
い
う
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
や
高
齢
者

と
い
う
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
や
高
齢
者

が
支
え
ら
れ
る
時
代
か
ら
、
若
い
世
代
と
一
緒
に
な
っ
て

が
支
え
ら
れ
る
時
代
か
ら
、
若
い
世
代
と
一
緒
に
な
っ
て

支
え
る
、
元
気
な
方
の
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
え
る
、
元
気
な
方
の
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
本
市
の
自
然
豊
か
な

　

こ
の
た
び
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
本
市
の
自
然
豊
か
な

素
材
を
活
用
し
、「
高
齢
者
の
健
康
」、「
多
世
代
間
の
共

素
材
を
活
用
し
、「
高
齢
者
の
健
康
」、「
多
世
代
間
の
共

生
」、「
経
済
の
活
性
化
」
に
取
り
組
む
事
業
（
大
月
ウ
ェ

生
」、「
経
済
の
活
性
化
」
に
取
り
組
む
事
業
（
大
月
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
国
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ル
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
国
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
将
来
を
見
据
え
て
豊
富
な
自
然
と
農
地

　

こ
の
事
業
は
、
将
来
を
見
据
え
て
豊
富
な
自
然
と
農
地

な
ど
を
活
用
し
、旅
行
者
を
迎
え
る
観
光
ツ
ア
ー
や
住
民
・

な
ど
を
活
用
し
、旅
行
者
を
迎
え
る
観
光
ツ
ア
ー
や
住
民
・

学
校
・
行
政
の
連
携
企
画
で
、
高
齢
者
に
よ
る
農
林
業
体

学
校
・
行
政
の
連
携
企
画
で
、
高
齢
者
に
よ
る
農
林
業
体

験
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
や
団
体
、

験
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
や
団
体
、

個
人
の
参
加
が
必
要
で
す
の
で
、『
頑
張
る
方
』
の
ご
支

個
人
の
参
加
が
必
要
で
す
の
で
、『
頑
張
る
方
』
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
推
進
と
併
せ
て
、
現
在
、
本
市
で
取
り
組

　

こ
の
事
業
の
推
進
と
併
せ
て
、
現
在
、
本
市
で
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ん
で
い
る
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

農業の農業の
再興再興

商工業の商工業の
進展進展

森林の森林の
整備整備

大
ま ち

月の元気

今も取り組む元気術今も取り組む元気術

写真：地元産の野菜や加工品など写真：地元産の野菜や加工品など
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農
業
の
再
興

お
お
つ
き
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

お
お
つ
き
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　

鳥
沢
地
区
で
長
年
休
眠
し
て
い
た
民

　

鳥
沢
地
区
で
長
年
休
眠
し
て
い
た
民

有
の
山
林
・
農
地

有
の
山
林
・
農
地
1010
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
の
再
生
と
保
全
活
動
を
行
う
た
め
、

地
の
再
生
と
保
全
活
動
を
行
う
た
め
、

平
成
平
成
1616
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

年
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

大
月
の
豊

　

大
月
の
豊

か
な
資
源
を

か
な
資
源
を

活
用
し
、
里

活
用
し
、
里

山
づ
く
り
や

山
づ
く
り
や

農
業
体
験
、

農
業
体
験
、

市
民
農
園
の

市
民
農
園
の

貸
し
出
し
な

貸
し
出
し
な

ど
を
行
っ
て

ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

大
月
大
豆
倶
楽
部

大
月
大
豆
倶
楽
部

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　

市
内
に
住
む
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

　

市
内
に
住
む
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

た
ち
に
よ
っ
て
大
豆
の
栽
培
・
加
工
の

た
ち
に
よ
っ
て
大
豆
の
栽
培
・
加
工
の

研
究
な
ど
を
目
的
と
し
て
平
成

研
究
な
ど
を
目
的
と
し
て
平
成
2323
年
に
年
に

結
成
し
ま
し
た
。
県
総
合
農
業
技
術
セ

結
成
し
ま
し
た
。
県
総
合
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
よ
り
毎
年
大
豆
の
効
率

ン
タ
ー
な
ど
に
よ
り
毎
年
大
豆
の
効
率

的
な
生
産
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
会
員

的
な
生
産
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
会
員

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
大
豆
を
納
豆
に

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
大
豆
を
納
豆
に

加
工
し
て
、『
お
お
つ
き
納
豆
』
と
し

加
工
し
て
、『
お
お
つ
き
納
豆
』
と
し

て
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園

ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

耕
作
し
て
い
な
い
農
地
を
活
用
し
、

　

耕
作
し
て
い
な
い
農
地
を
活
用
し
、

農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
ふ
れ
あ
う
場
を

農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
ふ
れ
あ
う
場
を

提
供
す
る
た
め
、
梁
川
町
塩
瀬
と
猿
橋

提
供
す
る
た
め
、
梁
川
町
塩
瀬
と
猿
橋

町
伊
良
原
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開

町
伊
良
原
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開

き
、
農
地
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

き
、
農
地
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
農
業
を
知
る
こ
と
で
地
域
農
業
者

す
。
農
業
を
知
る
こ
と
で
地
域
農
業
者

と
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、
農
業
の

と
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
、
農
業
の

振
興
と
地
域
を
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

振
興
と
地
域
を
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

【
や
な
が
わ
】
貸
付
区
画

【
や
な
が
わ
】
貸
付
区
画  

１
７
５
区
画

１
７
５
区
画

１
区
画
あ
た
り
の
農
地
面
積　

１
区
画
あ
た
り
の
農
地
面
積　

4040
㎡㎡

使
用
料　

市
内
在
住
者　

８
千
円　

使
用
料　

市
内
在
住
者　

８
千
円　

（
年
額
）　

市
外
在
住
者　

１
万
円

（
年
額
）　

市
外
在
住
者　

１
万
円

【
さ
る
は
し
】

【
さ
る
は
し
】  

貸
付
区
画　

貸
付
区
画　

2121
区
画　
区
画　

１
区
画
あ
た
り
の
農
地
面
積　

１
区
画
あ
た
り
の
農
地
面
積　

4040
㎡㎡

使
用
料　

市
内
在
住
者　

７
千
円　

使
用
料　

市
内
在
住
者　

７
千
円　

（
年
額
）　

市
外
在
住
者　

８
千
８
百
円

（
年
額
）　

市
外
在
住
者　

８
千
８
百
円

耕
作
放
棄
地
再
生
の
交
付
金

耕
作
放
棄
地
再
生
の
交
付
金

ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

原
則
、
農
振
農
用
地
で
あ
る
耕
作
放
棄

　

原
則
、
農
振
農
用
地
で
あ
る
耕
作
放
棄

地
を
借
り
受
け
て
、
農
地
の
再
生
作
業
か

地
を
借
り
受
け
て
、
農
地
の
再
生
作
業
か

ら
作
付
け
開
始
ま
で
を
支
援
し
ま
す
。

ら
作
付
け
開
始
ま
で
を
支
援
し
ま
す
。

○
主
な
支
援
内
容

○
主
な
支
援
内
容

・
障
害
物
除
去
な
ど
の
再
生
作
業
費
用　

・
障
害
物
除
去
な
ど
の
再
生
作
業
費
用　

　
　
　
　
　
　

定
額
ま
た
は
１
／
２
以
内

　
　
　
　
　
　

定
額
ま
た
は
１
／
２
以
内

・
土
壌
改
良
や
苗
購
入
等
の
費
用　

定
額

・
土
壌
改
良
や
苗
購
入
等
の
費
用　

定
額

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
施
設
費
用

・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
施
設
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
／
２
以
内
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
／
２
以
内
な
ど

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限 

９
月
30
日
（
月
）

問
合　　

産
業
観
光
課　

農
林
業
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
３

　

農
業
を
集
団
で
行
う
こ
と
で
、
機
械

　

農
業
を
集
団
で
行
う
こ
と
で
、
機
械

の
共
同
使
用
に
よ
る
効
率
的
な
農
業
を

の
共
同
使
用
に
よ
る
効
率
的
な
農
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
交
流
が
生

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
交
流
が
生

ま
れ
、
技
術
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化

ま
れ
、
技
術
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
、
耕
作
を
し
て
い
な
い
土

に
も
繋
が
り
、
耕
作
を
し
て
い
な
い
土

地
の
有
効
活
用
が
図
れ
ま
す
。

地
の
有
効
活
用
が
図
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
大
月
で
頑
張
る
農
家
グ

　

こ
こ
で
は
、
大
月
で
頑
張
る
農
家
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

大月ウェルネスネットワーク事業
情報発信スタッフ募集

内容 本事業で実施するイベントの

取材・発信（タブレット端末を活用）

期間　１０月～平成２６年２月

対象　６０歳以上の方

申込期限 ９月３０日（月）

申込・問合　県東部広域シルバー

　人材センター大月事務所花咲分室

　　☎０８０－８４３９－０５９３
　　　（平日 午前９時～午後５時）

  silver2usagi@xmail.plala.or.jp
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出
店
者
を
募
集
し
ま
す

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

　

つ
き
の
市
は
、
今
年
１
月
か
ら
有
志

　

つ
き
の
市
は
、
今
年
１
月
か
ら
有
志

が
中
心
に
な
り
始
め
た
『
朝
市
』
で
す
。

が
中
心
に
な
り
始
め
た
『
朝
市
』
で
す
。

　

毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

　

毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
１
時
ま
で
、
国
道

午
後
１
時
ま
で
、
国
道
2020
号
線
沿
い
宮

号
線
沿
い
宮

谷
入
口
信
号
横
の
広
場
で
開
催
し
て
い

谷
入
口
信
号
横
の
広
場
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

企
画
運
営
は
、
出
店
者
会
の
実
行
委

　

企
画
運
営
は
、
出
店
者
会
の
実
行
委

員
を
中
心
に
、
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な

員
を
中
心
に
、
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な

農
作
物
や
加
工
品
、
手
作
り
小
物
な
ど

農
作
物
や
加
工
品
、
手
作
り
小
物
な
ど

の
心
の
こ
も
っ
た
逸
品
を
生
産
者
自
ら

の
心
の
こ
も
っ
た
逸
品
を
生
産
者
自
ら

販
売
し
て
い
ま
す
。
毎
回
約

販
売
し
て
い
ま
す
。
毎
回
約
2020
店
舗
の

店
舗
の

出
店
が
あ
り
、
市
を
楽
し
み
に
訪
れ
る

出
店
が
あ
り
、
市
を
楽
し
み
に
訪
れ
る

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

つ
き
の
市

つ
き
の
市

　

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
は
、国
道

　

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
は
、国
道
2020
号（
市

号（
市

役
所
〜
大
月
駅
前
交
差
点
）
を
会
場
と

役
所
〜
大
月
駅
前
交
差
点
）
を
会
場
と

し
て
、
野
菜
や
加
工
品
、
工
芸
品
の
ほ

し
て
、
野
菜
や
加
工
品
、
工
芸
品
の
ほ

か
、
お
お
つ
き
一
駅
逸
品
や
お
つ
け
だ

か
、
お
お
つ
き
一
駅
逸
品
や
お
つ
け
だ

ん
ご
な
ど
の
大
月
グ
ル
メ
を
車
に
満
載

ん
ご
な
ど
の
大
月
グ
ル
メ
を
車
に
満
載

し
、
大
規
模
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

し
、
大
規
模
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
約
１
５
０
名
の
ボ
ラ
ン

　

昨
年
は
、
約
１
５
０
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、
6060
店
舗
ほ
ど

店
舗
ほ
ど

の
出
店
と
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

の
出
店
と
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
道
路
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
盛
況

れ
、
道
路
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
の
市
を
き
っ
か
け
に
人
と
地
域
の

　

こ
の
市
を
き
っ
か
け
に
人
と
地
域
の

交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市

““市市
いちいち

””互互
ごご

  一一
いちいち

  笑笑
ええ

 の の
 出 会 い 出 会 い

日
時　
日
時　

1010
月月
1919
日
（
土
）　

日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前

　
　
　
　

午
前
1010
時
〜
午
後
２
時

時
〜
午
後
２
時

場
所　
　

国
道

場
所　
　

国
道
2020
号
（
約
３
５
０
ｍ
）

号
（
約
３
５
０
ｍ
）

　
　
　
　

大
月
駅
前
信
号
〜
市
役
所
前

　
　
　
　

大
月
駅
前
信
号
〜
市
役
所
前

<<

出
店
申
し
込
み

出
店
申
し
込
み>>

●
条
件（
①
か
ら
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
）

●
条
件（
①
か
ら
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
）

①
出
店
者
は
、
原
則
、
市
内
に
居
住
ま

①
出
店
者
は
、
原
則
、
市
内
に
居
住
ま

　

た
は
事
業
所
を
構
え
て
い
る
方
を
優

　

た
は
事
業
所
を
構
え
て
い
る
方
を
優

　

先
し
ま
す
。
個
人
・
事
業
者
・
法
人

　

先
し
ま
す
。
個
人
・
事
業
者
・
法
人

　

等
の
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

等
の
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ

②
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ

　

リ
テ
ィ
の
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

　

リ
テ
ィ
の
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

　

提
供
を
推
奨
し
ま
す
が
、
特
に
制
約

　

提
供
を
推
奨
し
ま
す
が
、
特
に
制
約

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
大
ツ
キ

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
大
ツ
キ

　

商
品
」
を
一
品
以
上
企
画
出
品
す
る

　

商
品
」
を
一
品
以
上
企
画
出
品
す
る

　

こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。

③
原
則
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
・
ワ
ゴ
ン
車
を

③
原
則
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
・
ワ
ゴ
ン
車
を

　

各
自
で
手
配
し
て
出
店
で
き
る
方

　

各
自
で
手
配
し
て
出
店
で
き
る
方

④
飲
食
関
連
の
販
売
は
、
イ
ベ
ン
ト
等

④
飲
食
関
連
の
販
売
は
、
イ
ベ
ン
ト
等

　

で
の
臨
時
営
業
許
可
や
移
動
食
品
の

　

で
の
臨
時
営
業
許
可
や
移
動
食
品
の

　

営
業
許
可
証
を
得
て
い
る
方

　

営
業
許
可
証
を
得
て
い
る
方

第
３
回
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市

第
３
回
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市

⑤
出
店
参
加
料
…
市
内
２
，
５
０
０
円

⑤
出
店
参
加
料
…
市
内
２
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

…
市
外
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

…
市
外
５
，
０
０
０
円

●
申
込
期
限　

９
月

●
申
込
期
限　

９
月
1717
日
（
火
）

日
（
火
）

※
申
し
込
み
時
に
持
参
…
出
店
料
・
免

※
申
し
込
み
時
に
持
参
…
出
店
料
・
免

　

許
証
の
写
し
・
車
検
証
の
写
し

　

許
証
の
写
し
・
車
検
証
の
写
し

●
申
込
・
問
合　

●
申
込
・
問
合　

Ｂ
Ｍ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

Ｂ
Ｍ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　
　

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

　
　

大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

　
　
　

（
事
務
局
補
助　

産
業
観
光
課
）

　
　
　

（
事
務
局
補
助　

産
業
観
光
課
）

　
　

☎　
　
　
　
　
　

　
　

☎　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
２
９

１
８
２
９

　
　
　

　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｆ
Ａ
Ｘ
(20)
１
５
３
３

１
５
３
３

　
　
　
　

sa
ng
you-19206@

city.
sa
ng
you-19206@

city.

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

otsuki.lg
.jp

otsuki.lg
.jp

※
「
大
ツ
キ
商
品
」
…
大
き
な
ツ
キ
を

　

 

呼
び
、「
使
う
と
良
い
こ
と
が
起
き

　

 

そ
う
」、「
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
」

　

 

な
ど
の
演
出
と
工
夫
が
施
さ
れ
て 

   

い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

商
工
業
の
進
展

終
わ
り
に　

特集：つながる　大月の元気
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問
合　

産
業
建
設
部　

産
業
観
光
課

　
　

商
工
業
・
観
光
の
振
興
な
ど
…　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
２
９

　
　

農
林
業
・
つ
き
の
市
な
ど
…　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
業
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
３

　
　

農
地
に
関
す
る
こ
と
…　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
６

　

最
近
は
、
昔
な
が
ら
の
地
域
交
流
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
注
目
さ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
支
援
に
よ
る
参

加
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
は
、
行

政
と
し
て
も
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
農
業
や
林
業
、

商
工
業
な
ど
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
市
民
の
元
気
は
地
域
の
元
気
、そ
し
て
、

ま
ち
の
元
気
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
が
、「
大ま

ち月
の
元
気
」の
主
役
で
す
。

森
林
の
整
備

商
工
業
の
進
展

森
林
施
業
集
約
化
事
業

森
林
施
業
集
約
化
事
業

森
林
・
林
業
の
再
生

森
林
・
林
業
の
再
生

　

本
市
と
大
月
市
森
林
組
合
で
は
、
森
林

　

本
市
と
大
月
市
森
林
組
合
で
は
、
森
林

所
有
者
の
協
力
の
も
と
、
初
狩
町
下
初
狩

所
有
者
の
協
力
の
も
と
、
初
狩
町
下
初
狩

地
区
に
続
き
、
平
成

地
区
に
続
き
、
平
成
2424
年
度
に
は
、
笹
子

年
度
に
は
、
笹
子

町
黒
野
田
地
区
の
森
林
を
再
生
す
る
事
業

町
黒
野
田
地
区
の
森
林
を
再
生
す
る
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
作
業
用
道
路

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
作
業
用
道
路

((

幅
員
３
ｍ
）
を
開
設
し
、
間
伐
や
木
材

幅
員
３
ｍ
）
を
開
設
し
、
間
伐
や
木
材

の
搬
出
を
行
う
な
ど
の
作
業
を
進
め
、
完

の
搬
出
を
行
う
な
ど
の
作
業
を
進
め
、
完

了
後
は
、
水
を
蓄
え
、
空
気
を
き
れ
い
に

了
後
は
、
水
を
蓄
え
、
空
気
を
き
れ
い
に

す
る
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
見
違
え
る
よ

す
る
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
見
違
え
る
よ

う
な
森
林
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

う
な
森
林
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
大
月
市
森
林
整
備
計
画
」

　

今
後
は
、「
大
月
市
森
林
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
市
内
の
森
林
を
再

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
市
内
の
森
林
を
再

生
し
て
い
き
ま
す
。

生
し
て
い
き
ま
す
。

　平成２４年度　平成２４年度

　施業場所  笹子町黒野田穴沢 外

　森林所有者数  ２４名
　集約化面積  ２７. ５９ｈａ
　作業用道路  ３，０９６ｍ

　搬出材積　  用材７３７．２０３㎡　
 チップ材３４５．５３０ｔ

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

　

大
月
町
真
木
地
内
に
あ
る
、
大
月
都

　

大
月
町
真
木
地
内
に
あ
る
、
大
月
都

留
広
域
事
務
組
合
の
一
般
廃
棄
物
最
終

留
広
域
事
務
組
合
の
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
埋
め
立
て
地
と
併
せ
、
隣
接

処
分
場
の
埋
め
立
て
地
と
併
せ
、
隣
接

す
る
遊
休
地
に
、
太
陽
の
光
を
利
用
す

す
る
遊
休
地
に
、
太
陽
の
光
を
利
用
す

る
自
然
に
優
し
い
発
電
設
備
の
建
設
が

る
自
然
に
優
し
い
発
電
設
備
の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。

進
ん
で
い
ま
す
。

・
事
業
者　

広
島
県
の
民
間
企
業

・
事
業
者　

広
島
県
の
民
間
企
業

・
敷
地
面
積　

８
，
６
４
０
㎡

・
敷
地
面
積　

８
，
６
４
０
㎡

・
発
電
出
力　

５
０
２
．
７
４
Ｋ
Ｗ

・
発
電
出
力　

５
０
２
．
７
４
Ｋ
Ｗ

・
計
画
発
電
量
（
年
）

・
計
画
発
電
量
（
年
）

　
　
　
　
　

４
９
７
，
１
２
４
ｋ
ｗ
ｈ

　
　
　
　
　

４
９
７
，
１
２
４
ｋ
ｗ
ｈ

・
発
電
パ
ネ
ル
数　

２
，
０
５
２
枚

・
発
電
パ
ネ
ル
数　

２
，
０
５
２
枚

※
１
４
６
世
帯
分
の
電
気
を
賄
う
こ
と

※
１
４
６
世
帯
分
の
電
気
を
賄
う
こ
と

　

が
で
き
、
９
月
中
旬
の
稼
働
が
予
定

　

が
で
き
、
９
月
中
旬
の
稼
働
が
予
定

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

整備前の森林整備前の森林

整備後の森林整備後の森林

終
わ
り
に　

終
わ
り
に　

特集：つながる　大月の元気

5 広報おおつき / ２０１３．０９5



6広報おおつき / ２０１３.０９

　

昭
和
29
年
８
月
８
日
に
大
月
市
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
59
年
が
経
ち
ま
し
た
。

市
の
誕
生
日
で
あ
る
８
月
８
日
に
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
各
地
区
の
市
政
協
力
委

員
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
、
来
賓
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
市
制
記
念

日
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
昨
年
来
、
叙
勲
や
各
種
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
紹
介
や
、
長
年

に
わ
た
り
市
政
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
顕
彰
者
、
受
賞
者
、
表
彰
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
氏
名
は
常
用
漢
字
表
記
と
し
て
い
ま
す
。

【
叙
勲
並
び
に
各
種
表
彰
者
】

◆
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　

田た

な

か中　

清き
よ
た
か貴
（
猿
橋
町
）　

　

昭
和
40
年
に
川
崎
市
消
防
本
部
に
奉
職

し
、
主
に
救
急
や
警
防
部
門
に
従
事
、
長

年
に
わ
た
る
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
、

そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
秋
の
叙

勲
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　

小お

ざ

わ澤　

勇
い
さ
む

（
御
太
刀
二
丁
目
）

　

昭
和
18
年
に
甲
府
地
方
裁
判
所
検
事
局

に
奉
職
し
、
甲
府
地
方
検
察
庁
を
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
約
40
年
間
、
検
察
事
務
官
と

し
て
検
察
庁
の
事
務
を
掌
り
、
捜
査
部
門

に
従
事
さ
れ
、
退
職
後
も
家
庭
裁
判
所
の

調
停
員
を
務
め
る
な
ど
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
本
年
５
月
に
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

市
制
施
行

市
制
施
行
5959
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

奥お
く
あ
き秋　

勇い

さ

お雄
（
駒
橋
三
丁
目
）

　

昭
和
40
年
に
警
視
庁
に
奉
職
し
、
指
令

本
部
に
延
べ
14
年
間
勤
務
な
さ
れ
、
同
本

部
指
令
第
一
課
第
一
係
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
危
険
業
務
従
事
者

と
し
て
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

年
の
春
の
叙
勲
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

横よ

こ

せ瀬　

文ふ

み

お雄
（
賑
岡
町
）

　

昭
和
46
年
に
大
月
市
消
防
本
部
に
奉
職

し
、
以
来
、
平
成
19
年
３
月
に
大
月
市
消

防
署
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て

地
域
防
災
に
尽
く
さ
れ
た
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
秋
の
叙
勲
に
よ
り
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
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◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

藤ふ
じ
も
と本　

憲け
ん
ぞ
う三
（
富
浜
町
）

　

昭
和
43
年
に
東
京
消
防
庁
に
奉
職
し
、

約
40
年
間
、
消
防
・
救
急
の
両
業
務
に
従

事
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
危
険
業

務
従
事
者
と
し
て
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
年
の
春
の
叙
勲
に
よ
り
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◆
瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

安あ
ん
ど
う藤　

昭て
る
ま
さ正
（
富
浜
町
）

　

昭
和
40
年
に
鎌
倉
郵
便
局
に
奉
職
し
、

40
年
以
上
に
わ
た
る
勤
務
の
大
半
を
東

京
・
日
野
郵
便
局
で
集
配
業
務
に
従
事
さ

れ
る
な
ど
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め
ら

れ
、
昨
年
秋
の
叙
勲
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

　

上
か
み
じ
ょ
う
條　

隆た
か
は
る治
（
富
浜
町
）

　

昭
和
42
年
に
京
王
電
鉄
株
式
会
社
に
入

社
し
、
京
王
西
管
区
助
役
を
最
後
に
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
42
年
間
、
駅
の
業
務
一
筋

に
従
事
さ
れ
た
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨

年
秋
の
叙
勲
に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
全
国
市
議
会
議
長
会
特
別
表
彰

◆
県
市
議
会
議
長
会
特
別
表
彰

◆
県
政
功
績
者
表
彰

　

天あ

ま

の野　

祐ゆ

う

じ治
（
大
月
町
）

　

昭
和
62
年
７
月
に
大
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
現
在
７
期
目
を
務
め
ら
れ
、
市

議
会
議
長
及
び
監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
対
し
、
本
年
５
月
に

全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に
山
梨
県
市
議

会
議
長
会
よ
り
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
11
月
に
県
政
功
績
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
県
政
功
績
者
表
彰

　

平ひ

ら

い井　

譽
た
か
し

（
賑
岡
町
）

　

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
・
大
月

市
商
工
会
会
長
な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
、

商
工
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
地
域
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支

援
・
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
、
産
業
経

済
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
ご
功
績
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
11
月
に
県
政
功
績
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
県
政
功
績
者
表
彰

　

武む

し

ゃ者　

吉よ
し
ひ
で英
（
大
月
一
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
産
婦
人
科
医
と
し
て

昼
夜
を
分
か
た
ず
診
療
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
休
祭
日
・
平
日
夜
間
の
当
番
医
制
に

積
極
的
に
参
加
し
、
救
急
医
療
体
制
の
確

保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
産
婦

人
科
医
会
会
長
・
北
都
留
医
師
会
会
長
等

を
歴
任
し
、
地
域
医
療
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
11
月
に

県
政
功
績
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

大お
お
つ
き
し

月
市
老ろ

う
じ
ん人
ク
ラ
ブ
連れ

ん
ご
う
か
い

合
会　

　

昭
和
37
年
９
月
結
成
以
降
、友
愛
活
動
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
・
小
学
校
へ
の
昔
遊
び
伝

承
・
老
人
大
学
で
の
教
養
活
動
等
の
様
々

な
取
り
組
み
が
他
の
模
範
と
し
て
認
め
ら

れ
、
昨
年
10
月
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

大お
お
つ
き
し
り
つ

月
市
立
大お

お
つ
き
だ
い
い
ち
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

月
第
一
中
学
校　

　

平
成
19
年
度
か
ら
朝
読
書
を
実
施
、
小

規
模
校
の
特
徴
を
生
か
し
、
読
書
指
導
で

は
学
級
担
任
や
生
徒
が
読
み
聞
か
せ
や
本

の
紹
介
を
し
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
庫
」
を
設
け

て
保
護
者
に
も
貸
し
出
し
を
続
け
る
な
ど

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
本
年
４
月
に
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
合　

秘
書
広
報
課　

秘
書
担
当　　

☎☎
(23)(23)
８
０
０
４

【
市
長
感
謝
状
受
賞
者
】

　

志し

む

ら村　

き
よ
子こ

（
梁
川
町
）

　

大
月
市
保
健
活
動
推
進
員
会
会
長
を
務

め
、
長
年
に
わ
た
り
、
保
健
活
動
に
尽
力

さ
れ
、
市
民
の
健
康
増
進
・
保
持
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

賑に
ぎ
お
か岡
地ち

く区
民み

ん
せ
い
い
い
ん

生
委
員
児じ

ど

う

い

い

ん

童
委
員
協き

ょ
う
ぎ
か
い

議
会

　

長
年
に
わ
た
る
住
民
相
互
の
見
守
り
活

動
、
研
修
会
や
マ
ッ
プ
作
り
、
友
愛
訪
問

な
ど
、
地
域
福
祉
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

仁に

し

な科　

幸さ

ち

こ子
（
賑
岡
町
）

　

昨
年
、第
23
回
ひ
ろ
す
け
童
話
賞
受
賞
。

ま
た
、
市
内
各
小
学
校
に
お
い
て
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
ど
文
化
・
教
育
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
政
功
労
章
表
彰
者
】

元
大
月
市
教
育
委
員
教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天あ

ま

の野　

昭
あ
き
ら

元
大
月
市
教
育
委
員
教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星ほ

し

の野　

喜よ
し
た
だ忠

元
大
月
市
教
育
委
員　
　
　

萱か
や
ぬ
ま沼　

伸の

ぶ

こ子

元
消
防
団
副
分
団
長　
　
　

小お

ま

た俣　

好こ
う
ぞ
う三

元
消
防
団
副
分
団
長　
　
　

小こ
ば
や
し林　

三み
つ
な
り成

図
書
館
協
議
会
委
員　
　

西に
し
た
に谷　

千ち

え

こ

惠
子

大
月
短
期
大
学
運
営
委
員　

佐さ

と

う藤　

善よ

し

こ子

農
政
協
力
委
員　
　
　
　
　

松ま
つ
う
ら浦　

利と

し

お男
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第
４
次
行
政
改
革
大
綱

第
４
次
行
政
改
革
大
綱

　

本
市
で
は
、「
大
月
市
第
６
次
総
合
計

画
」
に
基
づ
く
、「
信
頼
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
４
月

か
ら
の
後
期
基
本
計
画
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
実
施

期
間
と
す
る
「
第
４
次
大
月
市
行
政
改
革

大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
改
革
大
綱
の
重
点
項
目
は
、

次
の
３
つ
で
す
。

　

１
「
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
」

　

２
「
効
率
的
な
行
政
運
営
の
確
立
」

　

３
「
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
」

　

こ
の
項
目
ご
と
に
実
施
計
画
で
は
、
個

別
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
度
の
目
標
に
お
け

る
達
成
状
況
を
分
析
・
点
検
し
、
平
成
28

年
度
の
最
終
目
標
に
対
し
て
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
か
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
目
標
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　　

――  

進
捗
状
況

進
捗
状
況  

――

推進項目推進項目 事　業　内　容事　業　内　容 進捗状況進捗状況

（１）市民参画
の推進と市民の
声の反映

①市民参画機会の
拡充

　・公募委員の推進 △

　・男女共同参画社会の推進 〇

②公聴機会の拡充

　・市長への手紙の推進 〇

　・市長の部屋の推進 〇

　・出張市長室、地区対話集会の推進 〇

③協働体制づくり
の構築

　・アダプトプログラム（地域美化活動）
　　の推進 〇

　・自治会組織充実の推進 〇

　・ボランティア活動の推進 〇

　・観光ボランティアの推進 △

（２）公正の
確保と透明性      
の向上

①個人情報保護対
策の推進

　・個人情報保護対策の推進 〇

　・情報セキュリティの推進 △

（３）広報活動
の充実

①市広報誌の充実 　・広報「おおつき」充実の推進 〇

②ホームページの
充実 　・ホームページ充実の推進 ◎

推進項目推進項目 事業内容事業内容 進捗状況進捗状況

（１）事務事業
の再編・整理、
廃止・統合

①行政評価システ
ムの確立 　・行政評価の推進 △

②事業仕分けの検
討及び実施 　・事業仕分けの推進 年度目標なし

③各種行事、イベ
ントの効率化

　・各種行事、イベント見直しの推進
　　（※３項目） △

（２）柔軟な組
織・機構への再
編・改善

①フラットな組織
の改編 　・組織、機構見直しの推進 〇

②職員の適正配置 　・適正な人材配置の推進 〇

③大月短期大学の
将来構想策定 　・将来構想策定の推進 〇

１　市民に開かれた市政の推進（指標１３項目）

２　効率的な行政運営の確立（指標２０項目）

【
表
の
見
方
】
…
「
進
捗
状
況
」
の
欄

　

・
計
画
以
上
…
◎　

・
計
画
通
り
…
○

　

・
計
画
未
満
…
△　

・
現
状
維
持
…
□
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推進項目推進項目 事　業　内　容事　業　内　容 進捗状況進捗状況

（３）効率的な
公共施設の管理
運営

①公共施設・サー
ビスの検討

　・民間委託の推進 △

　・管理運営検討の推進
　　（給食センター、社会教育施設、社会体育施設、
　 　火葬場、ふれあいの館）

〇

②公共施設の適正
規模化推進

　・小中学校の適正配置、統廃合の推進 〇

　・公立保育所の適正配置、幼保一元化推進 〇

　・公民館、集会施設等適正配置検討の推進 △

　・教員住宅の適正配置検討の推進 〇

③大月高校の閉校
準備 　・閉校に向けた計画策定の推進 〇

（４）広域行政
の推進 ①広域行政の推進

　・行政事務共同化の推進 △

　・消防業務広域化の推進 〇

推進項目推進項目 事　業　内　容事　業　内　容 進捗状況進捗状況

（１）財政運営
の健全化

①健全な財政運営
の推進 　・一般会計における目標設定と推進 △

②受益者負担の適
正化

　・使用料、手数料、負担金適正化の推進
　　（※１０項目） □

③公有財産有効活
用の推進 　・未利用財産処分の推進 〇

④経費の節減・削
減

　・補助金、負担金適正化の推進
　　（※８項目） △

　・経費節減マニュアルの推進 △

　・公用車経費節減、削減の推進 △

⑤市税等の滞納対
策強化

　・市税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
　　介護保険料、保育園費負担金、市営住宅使用料、
　　簡易水道使用料、学校給食費負担金、下水道受
　　益者負担金　（※１１項目）

〇

⑥公営企業繰出金
の適正運用

　・東部地域広域水道企業団への繰出金等の適正化
　　推進 〇

（２）定員管理・
給与等の適正化

①定員管理の適正
化 　・定員適正化計画の推進 〇

②給与制度の適正
化 　・給与制度の推進 〇

（３）特別会計
等の事業健全化

①中央病院の経営
健全化

　・中央病院改革プランの推進 〇

　・中央病院事業の健全化 △

②各事業健全化の
推進

　・各特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、　
　　介護保険、介護サービス、簡易水道、下水道、　
　　大月短期大学）、土地開発公社会計（※８項目）

〇

問合　企画財政課企画担当　☎☎（23）８０１１

３　健全な財政運営の推進（指標４６項目）

まとめ…全般的に計画通りに進んでいますが、一部においては取り組んでいるものの、計画未満のもの

　　　　があります。しかし、５か年計画の初年度であるため、平成 25 年度以降に検証しながら計画

　　　　達成（平成 28 年度）に向けて、一層の行政改革を推進します。

※詳細な内容や目標値等は、ホームページをご覧ください。

　「トップページ」→「市政・情報公開」→「施策・計画」→「第４次大月市行政改革大綱」 
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「
岩
殿
山
か
が
り
火
祭
り
」
か
ら
「
か
が
り
火
市
民
祭
り
」
へ

「
岩
殿
山
か
が
り
火
祭
り
」
か
ら
「
か
が
り
火
市
民
祭
り
」
へ

今
年
は
、
記
念
す
べ
き
第
30
回

第１回からの思い出のアルバム

①

②

③

④

⑤

初代「ミス松姫」前田さん初代「ミス松姫」前田さん

第
１
回　

市
制
施
行
30
周
年
記
念
で
、

　
　
　
　

岩
殿
山
か
が
り
火
祭
り
を
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

（
昭
和
59
年
８
月
４
日
）

※
第
１
回
か
ら
９
回
ま
で
国
道
１
３
９
号
（
当

時
は
県
道
）
の
高
月
橋
周
辺
を
会
場
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
５
回　

武
田
信
玄
の
六
女
「
松
姫
」
の

　
　
　
　
　
　
　

 

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
10
回　

大
月
駅
前
を
主
会
場
に
開
催

第
11
回　

国
道
20
号
を
片
側
通
行
止
め
で
開
催

　
　
　
　

市
制
施
行
40
周
年
記
念
で
、
姉
妹
都    

　
　
　
　

市
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ー
ビ
ー

　
　
　
　

ベ
イ
市
か
ら
市
長
な
ど
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
17
回　

前
夜
祭
で
、「
商
工
祭
り
」
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
21
回　

市
制
施
行
50
周
年
記
念
で
、

　
　
　
　
　

ハ
ー
ビ
ー
ベ
イ
市
長
な
ど
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
23
回　

国
道
20
号
を
全
線
通
行
止
め
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
26
回　

「
岩
殿
山
か
が
り
火
祭
り
」
か
ら

　
　
　
　
　

 

「
か
が
り
火
市
民
祭
り
」
に
変
更

※
運
営
が
官
か
ら
民
へ
と
変
わ
り
、
市
民
総
参

加
の
祭
り
と
し
て
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
28
回　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
を
含
め
た

　
　
　

開
催
（
被
災
者
招
待
、
寄
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

第
30
回　

本
年
に
至
る

30
年
の
主
な
あ
ゆ
み

・
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振
り
返
れ
ば
、
昭
和
の
時
代
に
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
と
も
し
は
じ
め
た
ほ
の
か
な
明

か
り
は
、
幾
多
の
歳
月
を
越
え
、
市
民
が
主

体
と
な
る
大
き
な
「
か
が
り
火
」
へ
と
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営
し
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
総

観
客
数
は
、
３
万
人
を
超
え
る
勢
い
と
な
り

ま
し
た
。
出
演
者
や
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

す
べ
て
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

30
回
を
記
念
す
る
節
目
の
祭
典
は
、
国
民

文
化
祭
の
「
阿
波
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
も
重
な
り
、
本
場
徳
島
の
「
天
水
連
」
を

招
く
こ
と
で
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
演
技
が
祭

り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
例
年
に
も
増
す
熱

い
ひ
と
時
は
、
多
く
の
方
の
記
憶
に
残
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
・
・
・
未
来
へ

そ
し
て
・
・
・
未
来
へ

「
か
が
り
火
」
は
、

「
か
が
り
火
」
は
、

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
と
も
に

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
と
も
に

　
　

希
望
の
炎
を
と
も
し
続
け
ま
す
。

　
　

希
望
の
炎
を
と
も
し
続
け
ま
す
。

問
合　

か
が
り
火
市
民
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　

（
事
務
補
助　

産
業
観
光
課　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

☎
(20)
１
８
２
９

今
年
は
、
記
念
す
べ
き
第

今
年
は
、
記
念
す
べ
き
第
3030
回回

①民踊流し②⑯阿波踊り③よさこいソーラン④大月東中学校吹奏楽⑤みこし⑥県警音楽隊⑦フォークダンス⑧⑮真夏のダンスバトル⑨⑱ラッキーシティラン

⑩徳島県から特別参加「天水連」⑪御神火隊⑫会場の様子⑬笹子追分人形芝居⑭阿波踊り大会テープカット⑰都留高校吹奏楽⑲梁川ちんどん⑳紅富士太鼓

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

⑫⑫

⑬⑬

⑭⑭

⑮⑮

⑯⑯

⑰⑰

⑱⑱

⑲⑲

⑳⑳

※
温
か
い
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

・
協
力
金
、
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金

　
　
　
　
　
　

４
，
９
０
７
，
５
４
７
円
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中央病院情報　ｖｏｌ．３中央病院情報　ｖｏｌ．３

信頼し愛！支え愛！信頼し愛！支え愛！ーそれが、これからの病院ーーそれが、これからの病院ー

大月市立中央病院　９月　診療予定表

　　進む建設の様子

　　　内科の診療体制の充実

　　お薬の正しい飲み方・使い方②お薬の正しい飲み方・使い方②

【点眼薬の使い方】

①手を石鹸でよく洗ってください。

②下まぶたを軽く引き、１～２滴を確実に点　

　眼します。この時に、容器の先がまぶたや　

　まつ毛に触れないように注意しましょう。

③点眼後はしばらく、まぶたを閉じましょう。

④あふれた点眼液は、清潔なガーゼやティッ　

　シュでふきとってください。

【点眼薬の注意点】

・使用方法や回数の指示を必ず守りましょう。

・点眼薬を２種類以上使用する場合は、５分

　程度の間隔をあけて、点眼してください。

・１度開封したものは、１か月以上経ったら、

　使用せず薬液は廃棄してください。

　内科では、４月より常勤医を増員したことで、内科病棟の入院患者数の制限をなくし、より多くの

入院患者の受け入れができるようになりました。同時に、皆さんから強い要望のありました月・金曜

日午後の一般外来を再開していますが、さらに充実した外来診療体制を目指していきます。

　これまでも内科外来は、東京女子医科大学病院をはじめとする、いくつかの大学病院の協力により、

高度な医療を提供してきましたが、このたび、当院に総合診療内科を開設したことで、地域医療の拡

充やより幅広く内科疾患に対応できるようになりました。さらに、入

院患者への対応では、循環器医、呼吸器医、消化器医の３人の常勤医

が専門医として診療を担当し、新たに常勤医となった総合診療医（内

分泌専門医）との連携で、大学病院に並ぶ診療体制が整いつつあります。

　今後は、これまで以上に、急速に進む、高齢化社会の先進的なモデ

ル病院、モデル診療科となることを目標にしていきます。

７月末現在の写真　進捗率１９．４％７月末現在の写真　進捗率１９．４％

「４階立上躯体工事」「４階立上躯体工事」

　薬の調剤・服薬説明・栄養輸液や抗癌剤の無菌的調製・医薬品情報管理など

の業務を行っています。各病棟に担当薬剤師がおり、入院時にお持ちの薬の確認、

処方された薬の飲み方・薬効の説明、相互作用・副作用の確認などを行ってい

ます。退院時にも薬を薬剤師からお渡ししています。疑問点などありましたら

ご相談ください。お薬手帳もご活用ください。

　また、病院の中で投与されるすべての抗癌剤の注射は、専用のキャビネット

を使い、薬剤科で調製し、清潔で安全な抗癌剤が病棟・外来で使用されています。

投与前後には薬剤師も患者さんの状態を確認しています。

　このように、患者さんに安心して治療を受けていただけるよう支援しています。

　　　薬剤科の紹介（薬剤師６名）

（昨年１１月着工）（昨年１１月着工）

無菌室での薬の調合無菌室での薬の調合

内科常勤医内科常勤医
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月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

予 約 外 診 療 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総 合 診 療 ● ●

呼 吸 器 ● ● ● ● ●  　 ●

循 環 器  ● ● ● ●
●

（予約）
●

消 化 器 ● ● ●

脳・ 神 経
 ●

（予約）
● ●

腎・ 高 血 圧 ● ●  ●　

血 液 ● ● ● ●

内 分 泌
代 　 謝

●

糖 尿 病 ● ●

メ ン タ ル
ヘ ル ス ケ ア
・ 禁 煙 外 来

● 　

小 児 科 ● ● ● ● ● ● ● ●

外 科 ● ● ● ● ●＃１

整 形 外 科

脳 神 経 外 科 ●

泌 尿 器 科 ● ● ● ●

産 婦 人 科 ● ● ● ● ● ●

眼 科 ● ● ● ● ●＃２

耳 鼻 咽 喉 科 ● ● ● ●

皮 膚 科 ● 17・24日診療

放 射 線 科 ● ●

内 視 鏡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●受付時間　平　日　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　午後１時 30 分～４時
　　　　　　土曜日　午前８時 30 分～ 11 時
●休診日　　日曜日・祝日・祭日
●問　合　　医療連携担当　☎ (22) １２５１　　

大月市立中央病院大月市立中央病院　　９９月月　　診療予定表診療予定表

★休診のお知らせ　【内科（循環器）】５日（木）・27 日（金）　【内科（神経内科）】　27 日（金）

　　　　　　　　　【小児科】毎週水曜日

★診療開始・受付終了時間
　　　　　　　　変更のお知らせ
【眼科】  11 日（水）
　　　　診療開始　午前 10 時～
　　　　受付終了　午前 10 時 30 分

※小児科からのお知らせ　６月より、病院内での感染を避けるため、予防接種優先時間を設けています。
　　　　　　　　　　　　【接種優先時間帯】（月～金曜日の午後２時～２時 30 分）
※内科からのお知らせ　　火曜日午後（３日、10日、17日、24日）に「禁煙外来」を行います。
※予防接種の予約　　　　麻疹、風疹（ＭＲ）の予防接種の予約については、接種希望日の１週間前まで
　　　　　　　　　　　　その他の予防接種は、２日前までにご予約ください。（詳細は、医事担当まで）
※平成 25年５月より、内科の月曜日・金曜日の午後は、予約外診療が可能となりました。
※診療予定が変更になる場合がありますので、受付（初診窓口）にお問い合わせください。

　#1：第３は午後診療のみ　#2：第３午後は予約のみ　

休　　　診休　　　診

☆
ご
家
庭
で
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

看
護
師
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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　本年１０月１日（火）から、ペイジー口座振替受付サービスを実施します。これは、税務課の

専用端末機でキャッシュカードを読み込み、暗証番号を入力する方法です。

　今までは、通帳印を押した専用の依頼書を金融機関に提出しなければなりませんでした。今後

は、保険証や運転免許証などの本人確認と、確認書への記名で手続きが完了となります。

受付場所・時間

　市役所本庁舎１階　税務課・平日　午前８時３０分～午後５時１５分

対象の税目

　市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税

対象の金融機関

　山梨中央銀行・山梨信用金庫・都留信用組合・山梨県民信用組合・ゆうちょ銀行

問合　総務管理課　管財担当　☎ (23) ８００１
●７月３０日執行（指名競争入札）　

工事等の名称工事等の名称 工事等の場所工事等の場所 工事期間等工事期間等 落札業者名落札業者名 落札額（円）落札額（円）予定価格 (円）予定価格 (円） 入札参加業者名 ( 五十音順 )入札参加業者名 ( 五十音順 )

市道富浜中学校線ほか
道路維持工事

富浜町鳥沢地
内ほか

H25.8.1 ～
 H25.10.29

㈲殿上坂本
工業

1,820,000 1,840,000
田原建設㈱　㈲殿上坂本工業
㈲西幸工業　宝方工務店

大月第一中学校小学校
化および校舎空調設備
工事設計業務委託

初狩町下初狩
1144

H25.8.1 ～
 H26.3.25

㈱馬場設計 3,250,000 3,388,000
㈱進藤設計事務所 綜合建築設計事務所
㈱馬場設計 ㈱山形一級建築士事務所

小中学校消防用設備等
保守点検業務

市内小中学校
H25.8.1 ～
H26.3.31

東八防災㈱ 700,000 785,000
太陽防災㈲　東八防災㈱
東ポン商会　㈲中村ポンプ工作所　

パソコン等購入 企画財政課 H25.9.30
㈱ＹＳＫ
ｅ - ｃｏｍ

14,950,000 15,629,000
ＮＥＣフィールディング㈱　㈱カルク
㈱システムインナカゴミ 
㈱ＹＳＫｅ - ｃｏｍ　

大月東中学校校舎新増
改築事業　備品（家具・
什器類）購入

大月二丁目　
15番 11 号

H25.9.17 ㈱誠実堂 10,750,000 10,986,000
㈱オマタ ： 辞退　㈱正直堂　㈱誠実堂
富士観光開発㈱　㈲山口商事　

大月東中学校校舎新増
改築事業　備品（カー
テン）購入

大月二丁目　
15番 11 号

H25.8.30 おおつき堂 3,480,000 3,654,000 おおつき堂　㈲名原　㈲山口商事 　

大月東中学校校舎新増
改築事業　備品（電気
機器類）購入

大月二丁目　
15番 11 号

H25.8.25 ㈱誠実堂 2,200,000 2,383,000
㈲コタカ電化　㈱誠実堂
㈱渡辺電化センター

公共工事等の入札結果を公表します
７月

入札情報

※落札額、予定価格は税抜き価格です

市税口座振替の税務課受付が始まります市税口座振替の税務課受付が始まります

問合　税務課　収納対策担当　☎ (23) ８０２０

①カードを読み込みます ②暗証番号を入力したら
③確認書の内容を確認して
　お名前を記入

【口座振替】契約

カードを
通してください

手続きのイメージ

暗証番号を入力して
【確定】キーを押してください
　　　　　　　［＊＊＊＊］

［口座振替契約受付確認書］
--------------------------
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ファーストスプーンファーストスプーン
　　でお祝いします　　でお祝いします

　本年４月以降に生まれた生後６か月までの赤ちゃんがいる家庭へ、各地区の民生委員と主任

児童委員が訪問し、子育ての悩みをお聞きし、子育て支援に関する情報などをお知らせします。

　その際に、赤ちゃんの名前と生年月日を刻印した木の手作りファーストスプーンをプレゼン

トします。ファーストスプーンは、赤ちゃんの幸せを願って贈るスプーンのことで、食の大切

さと木のぬくもりを感じ、これから育児をされるご家族を地域のみんなで見守って行きたいと

の思いがこめられています。

応募内容 男女共同参画をテーマにした標語、川柳

応募資格 市内在住または在勤・在学している方

応募期限 １０月３１日（木）必着

応募方法

官製はがき、ファックス、電子メール、専用応募用紙のいずれかの方法により記
入し、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入の上、以下のあて先までお送り
ください。応募点数に制限はありません。
ただし、入賞に選定されるのは１人１点とします。また、どちらの部門に応募す
るのか明示してください。（川柳はペンネームを入れてください）
※専用応募用紙は、市役所本庁舎・各出張所にあります。

応募先
〒４０１－８６０１　大月市大月二丁目６番２０号
大月市役所　秘書広報課　広聴広報担当（大月市男女共同参画推進委員会事務局）
ＦＡＸ：０５５４－２３－１２１６ 　　kouhou-19206@city.otsuki.lg.jp

審査等
・男女共同参画推進委員会において、部門別に審査し、入賞作品を決定します。
・部門は、学生の部（小・中学生）一般の部（学生の部以外の方）
・入賞作品は、応募者本人に通知し、記念品を贈呈します。

その他

・作品は返却しません。
・入賞作品の著作権は、大月市に帰属します。
・入賞作品は男女共同参画啓発の行事や、　広報活動等に使用します。
・ご応募の際の個人情報は連絡のみに使用します。

　　男女共同参画を推進し、その趣旨や関心を高めることを目的に標語・川柳を募集します。

問合　秘書広報課　広聴広報担当　☎ (23) ８００５

対象者 市内在住の本年４月以降に生まれた生後６か月までの赤ちゃんがいる家庭

訪問者 お住まいの地区の「民生委員」と「主任児童委員」が訪問
※必ず身分証明書を携帯し、個人情報は守ります。

費用 無料

申込方法 大月市社会福祉協議会・保健介護課健康増進担当で受付

訪問方法 申し込みからスプーンの完成（２～３か月後）を目途にご家庭を訪問
※訪問予定日は、事前にお知らせします。

その他
地域とのつながりをつくる事業のため、スプーンのみの申し込みはできません。
この事業は、市、大月市社会福祉協議会、大月市民生委員児童委員協議会の連携
のもと行っています。

問合　大月市社会福祉協議会　地域福祉担当　☎ (23) ２００１
　　　保健介護課　健康増進担当　☎ (23) ８０３８

男女共同参画推進 標語・川柳募集男女共同参画推進 標語・川柳募集

※イメージ写真※イメージ写真



16広報おおつき / ２０１３．０９

暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

と
に
よ
り
、
公
務
扶
助
料
な
ど
の
受
給

権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

③
「
第
18
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

「
第
20
回
特
別
給
付
金
」
を
受
給
さ
れ

て
い
た
方
で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
公
務
、
ま
た
は

勤
務
に
関
連
し
た
傷
病
で
死
亡
し
た
方

請
求
期
間

①
６
月
12
日(

水) 

〜 

　
　
　
　

平
成
28
年
６
月
13
日(

月)

②
③
10
月
１
日(

火)

〜

　
　
　
　

平
成
28
年
９
月
30
日(

金)

※
詳
細
お
よ
び
「
戦
没
者
の
父
母
な
ど

　

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
は
要
問
合

申
込
・
問
合

　
　
　
　
　

福
祉
課　

福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
０

金
婚
祝
賀
式

日
程　

10
月
５
日
（
土
）

場
所　

市
民
会
館
３
階　

講
堂

対
象　

昭
和
38
年
中
に
婚
姻
の
夫
婦

内
容　

記
念
撮
影
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど

申
込
期
限　

９
月
13
日
（
金
）

※
申
込
者
に
は
後
日
招
待
状
を
送
付

申
込
・
問
合

　
　
　
　
　

福
祉
課　

福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

日
程　

９
月
21
日
（
土
）
〜
30
日
（
月
）

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
地
良
い　

交
通
マ
ナ
ー
が　

照
ら

す
未あ

す来
」

運
動
の
基
本

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

　

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

　

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　

徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

９
月
30
日
（
月
）

問
合　

市
民
課　

生
活
環
境
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

し
尿
処
理
手
数
料
の
改
定

　

し
尿
・
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
当
組
合

へ
支
払
う
処
理
手
数
料
は
、
平
成
９
年

か
ら
料
金
を
据
え
置
い
て
い
ま
し
た

が
、
施
設
を
運
営
す
る
費
用
に
比
べ
て

著
し
く
低
い
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
改
修
を
機
に
、
10

月
１
日
か
ら
処
理
量
10
㎏
あ
た
り
５
．

８
円
を
20
円
に
増
額
す
る
料
金
改
定
を

行
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
世
帯
で

は
、
年
１
回
程
度
行
っ
て
い
る
清
掃
料

金
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合　

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
２
６
５
１

　
　
　

市
民
課　

生
活
環
境
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
給
付
金

対
象

①
本
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
な
ど
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦

没
者
の
妻
の
う
ち
、「
第
22
回
特
別
給

付
金
い
号
」
を
受
給
さ
れ
た
方
、
ま
た

は
昭
和
38
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き

権
利
を
有
す
る
方

②
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
本
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
夫
が
死
亡
し
た
こ

敬
老
祝
い
金
の
支
給

対
象　

満
88
歳(

米
寿)

の
方
お
よ
び

１
０
０
歳
以
上
の
方
で
あ
っ
て
、
８
月

１
日
現
在
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

支
給
額

　

88
歳
（
米
寿
）

　

３
千
円

　

１
０
０
歳
以
上

　

２
万
円

※
88
歳
（
米
寿
）
の
方
に
は
、
本
市
か

　

ら
祝
状
を
贈
呈
（
配
布
は
、
各
地
区

　

の
民
生
委
員
が
行
い
ま
す
）

問
合　

福
祉
課　

福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
０

有　料　広　告
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報

平
成
25
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　

責
任
技
術
者
認
定
試
験

日
時

・
講
習
会　

11
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
試
験　

11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

場
所　

ぴ
ゅ
あ
総
合

　
　

（
甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号
）

※
申
込
用
紙
の
設
置
場
所

・
市
地
域
整
備
課　

都
市
整
備
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
５
５

・
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(26)
３
４
０
１

ほ
か

申
込
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）
〜
22
日
（
火
）

申
込
・
問
合　

　
　
　
　

山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
　

☎
０
５
５
―
２
６
３
―
２
７
３
８

め
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
思
い
に

寄
り
そ
う
な
ど
、
生
き
る
支
援
の
和
が

広
が
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

問
合　

保
健
介
護
課　

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

や
ま
な
し
医
療
ネ
ッ
ト

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
様
々
な

状
況
に
合
っ
た
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
今
、
診
て
も
ら
え
る
医
療
機
関
を
さ

　

が
す

・
休
日
夜
間
の
当
番
医
を
さ
が
す

・
予
防
接
種
の
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

　

を
さ
が
す

・
女
性
医
や
専
門
医
が
い
る
医
療
機
関

　

を
さ
が
す

※
薬
局
や
助
産
所
の
検
索
や
、
休
日
や

　

夜
間
の
診
療
に
関
す
る
電
話
で
の
問

　

い
合
わ
せ
先
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

 [

パ
ソ
コ
ン]

h
ttp
://w
w
w
.y
am
an
ash
i-iry
o
.n
et/

 [
携
帯
電
話]

h
ttp
://w
w
w
.y
a
m
a
n
a
sh
i-iry
o
.n
et/

q
q
1
9
/m
b
/

問
合　

県
富
士
・
東
部

　
　
　
　

保
健
福
祉
事
務
所　

衛
生
課

　
　

☎
０
５
５
５
―
２
４
―
９
０
３
３

２
０
１
４
「
県
民
手
帳
」
予
約
受
付

●
手
帳
の
規
格

表
紙　

ワ
イ
ン
色
ま
た
は
ス
カ
イ
ブ
ル

ー
色
の
レ
ザ
ー
調

サ
イ
ズ　

82
ミ
リ
×
１
４
５
ミ
リ

内
容　

日
記
編
、
統
計
編
、
名
簿
編
、

郷
土
編
、
生
活
編
、
特
集
編
（
世
界
遺

産
「
富
士
山
」、
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ

ー
の
紹
介
な
ど
）

販
売
価
格　

５
０
０
円
（
税
込
）

申
込
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

申
込
・
受
取　

　

産
業
観
光
課
お
よ
び
各
出
張
所

※
代
金
は
、
商
品
と
引
替
え

問
合　

産
業
観
光
課　

商
工
観
光
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
２
９

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

　

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
か

ら
１
週
間
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
ま
で
の
10
年

間
に
１
０
３
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。「
自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
」
で
あ
り
「
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
社
会
的
問
題
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
悩
み
を
抱
え
た
人
が
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
平
成
22
年
度
か
ら
自
殺
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
殺
予
防
週
間
を
機
に
理
解
を
深

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
に
よ
る
災
害

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
、
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
11
日(
水)

　
　
　
　

午
前
11
時
頃
／
11
時
30
分
頃

内
容　

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た
試
験

放
送

問
合　

総
務
管
理
課　

法
制
防
災
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
８

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
計
画
や

ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た

め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

私
た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
者
に
は
、
統
計
法
に
よ

り
、
調
査
へ
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
を
作
る
た

め
の
み
に
使
用
し
ま
す
の
で
、
あ
り
の

ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
合　

産
業
観
光
課　

商
工
観
光
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
２
９



18広報おおつき / ２０１３．０９

暮らしの情報

（
仮
称
）
大
月
市
子
ど
も
・

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
会
議
の
委
員

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
の
策
定

や
変
更
、
教
育
・
保
育
施
設
、
地
域
型

保
育
事
業
の
利
用
定
員
を
定
め
る
際

に
、
調
査
、
審
議
を
お
こ
な
う
機
関
の

委
員
で
す
。

定
員　

２
名
以
内

任
期　

委
嘱
日
〜
２
年
間

申
込
期
限　

９
月
27
日
（
金
）
必
着

申
込
方
法　

郵
便
は
が
き

※
裏
面
に
「（
仮
称
）
大
月
市
子
ど
も
・

　

子
育
て
委
員
応
募
」
と
明
記
、
住
所
、

　

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

　

号
、
応
募
動
機
（
50
字
以
内
）
を
記

　

載
※
選
考
結
果
は
本
人
に
通
知

申
込
・
問
合

　
　
　
　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
２

産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

●
能
力
開
発
講
座

日
程　

10
〜
11
月
開
催
予
定

①
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス(

第
２
回)

②
ワ
ー
ド
応
用
コ
ー
ス(

第
２
回)

③
エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス(

第
２
回)

④
エ
ク
セ
ル
応
用
コ
ー
ス(

第
２
回)

⑤
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎
コ
ー
ス

※
定
員
あ
り
・
先
着
順

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
あ
り

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
電
話
で
要
確
認

申
込
・
問
合

　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　

(

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８)

　
　

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
an
ash
i.jp
/

san
tan
d
ai/in
d
ex
.h
tm
l

仕
事
探
し
応
援
！
合
同
就
職
面
接
会

日
時　

９
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　

ホ
テ
ル
＆
ス
パ　

２
階
富
士

対
象

・
一
般
求
職
者

・
平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業
者

内
容

・
参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
面
談

・
職
業
相
談
、
職
業
適
性
診
断

・
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

※
来
場
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い

問
合　

県
労
政
雇
用
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
雇
用
担
当

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
６
２

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

日
程　

10
月
１
日
（
火
）
〜
11
日
（
金
）

　
　
　

（
土
、
日
、
月
を
除
く
８
日
間
）

場
所　

市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

以
上
の
方

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

　

録
が
必
要

定
員　

20
名

内
容　

植
木
管
理
の
基
本
知
識
、
樹
木

の
病
害
虫
防
除
、
整
枝
・
剪
定
の
方

法
、
緑
地
管
理
の
方
法
を
学
び
、
就

職
・
就
業
を
目
指
す

※
修
了
者
は
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者
の

　

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

受
講
費　

無
料

申
込
期
限　

９
月
17
日(

火)

申
込
・
問
合　

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
８
―
８
３
８
３

　

東
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

大
月
事
務
所　

☎
(22)
２
９
０
０

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

日
時　

10
月
22
日
か
ら
３
月
４
日
の

　
　
　
　
　

年
末
年
始
を
除
く
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
な
ど

対
象　

受
講
終
了
後
、
来
年
度
開
催
予

定
の
基
礎
課
程
を
受
講
し
、
手
話
奉
仕

員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
市
内
で

活
動
で
き
る
方

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

内
容　

聴
覚
障
が
い
者
、
難
聴
者
を
相

手
に
、
手
話
で
日
常
会
話
が
可
能
な
レ

ベ
ル
の
奉
仕
員
の
養
成
と
「
聞
こ
え
」

に
不
安
の
あ
る
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
の
一
つ
を
学
ぶ
機
会

講
師　

県
聴
覚
障
害
者
協
会

受
講
費　

１
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

(

テ
キ
ス
ト
代)

申
込
期
限　

10
月
８
日(

火)

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

申
込
・
問
合　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

地
域
福
祉
担
当　

☎
(23)
２
０
０
１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談
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暮らしの情報

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　

大
月
市
・
山
中
湖
村
サ
ン
ク
ス
デ
ー

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
選
手
と
手

を
つ
な
い
で
入
場
行
進
、
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム

に
市
内
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
（
土
）　

午
後
７
時

場
所　

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

●
無
料
招
待
チ
ケ
ッ
ト
配
布

対
象　

市
内
在
住
者

配
布
枚
数　

ペ
ア
１
０
０
組
２
０
０
枚

申
込
期
間　

　

９
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

※
９
月
13
日
消
印
有
効

対
戦
相
手　

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

招
待
席　
　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
自
由
席

申
込
方
法　

郵
便
は
が
き

※
「
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府　

サ
ン
ク

　

ス
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
希
望
」
と
明
記
、

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
を
記
載

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
不
可

※
申
込
は
１
人
は
が
き
１
枚
の
み

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

※
当
選
者
に
は
、
９
月
20
日
（
金
）
以

　

降
に
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
し
、
発
送
を

　

も
っ
て
当
選
発
表
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
５
１

大
月
短
期
大
学
附
属
高
校｢

岩
殿
祭｣

　

最
後
の
学
園
祭
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
７
日(

土) 

　
　

一
般
公
開

　
　

午
前
11
時
40
分
〜
午
後
１
時
40
分

場
所　

大
月
短
期
大
学
附
属
高
校

内
容　

模
擬
店
、
子
供
用
無
料
プ
レ
イ

ゾ
ー
ン
、
文
化
部
発
表
・
展
示
、 

大
月

高
校
の
歴
史
資
料
展
示
、
不
用
備
品
の

バ
ザ
ー

問
合　

大
月
短
期
大
学
附
属
高
校

　
　
　
　
　

事
務
局　

☎
(22)
６
２
５
５

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

①
親
子
遊
び

日
時　

９
月
25
日(

水)

・
27
日(

金)

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児

定
員　

20
組
（
予
約
制
）

内
容　

手
遊
び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
他

持
ち
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品

②
お
誕
生
会

日
時　

９
月
30
日(

月)

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分 

対
象　

９
月
生
ま
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

０
歳
〜
未
就
学
児

定
員　

10
組
（
予
約
制
）

内
容　

手
遊
び
・
う
た
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
お
誕
生
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど

持
ち
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品

③
手
作
り
教
室

日
時　

９
月
19
日
（
木
）　

午
前
10
時

対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
方

定
員　

20
人
（
予
約
制
）

内
容　

短
時
間
で
で
き
る
可
愛
い
小
さ

な
シ
ェ
ル
ケ
ー
ス
作
り

講
師　

橋は
し
も
と本
佳よ

し

こ子
氏

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

縫
い
針
・
白
い
糸

●
共
通
事
項

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

①
②　

２
階　

児
童
館

　
　

③　

４
階　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
開
始

　

９
月
５
日(
木)　

午
前
９
時

申
込
・
問
合

　
　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
１
５
２

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
運
営
訓
練

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
、
円
滑
な

運
営
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

日
時

・
訓
練
事
前
研
修

　

９
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

・
設
置
・
運
営
訓
練

　

９
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者
で
災
害
、
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

申
込
・
問
合　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

地
域
福
祉
担
当　

☎
(23)
２
０
０
１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談



20広報おおつき / ２０１３．０９

平
成
25
年
度
動
物
愛
護
デ
ー

日
時　

９
月
23
日
（
月
・
祝
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨　
　
　
　
　

内
容

・
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

・
長
寿
犬
飼
育
者
表
彰
式

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

・
犬
ね
こ
無
料
健
康
相
談

・
動
物
の
お
医
者
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
体
験
乗
馬

・
犬
ね
こ
飼
い
方
相
談

・
動
物
ク
イ
ズ

・
動
物
を
つ
く
ろ
う

・
動
物
カ
ル
タ　

な
ど

問
合　

県
衛
生
薬
務
課

　
　
　
　

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
８
９

第
35
回
や
ま
び
こ
ま
つ
り

日
時　

10
月
12
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
35
分
〜
午
後
２
時
45
分

　
　
　

（
予
備
日　

10
月
13
日
（
日
））

場
所　

や
ま
び
こ
支
援
学
校

内
容　

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
「
う
た

と
げ
き
の
会
」、「
作
品
展
示
」、「
展
示

即
売
会
」
な
ど
を
通
し
て
発
表

問
合　

や
ま
び
こ
支
援
学
校　

梶
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
９
４
３

　

ま
た
は
経
験
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
の
中

　

で
、
同
じ
仲
間
と
し
て
対
等
な
立
場

　

で
行
わ
れ
る
支
援
の
こ
と

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

９
月
20
日(

金)

申
込
方
法　

電
話

申
込
・
問
合　

県
健
康
増
進
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
９
７

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
イ
ベ
ン
ト

日
時　

10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

富
士
山
ア
リ
ー
ナ

内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

市
町
村
の
特
産
品
販
売
、
屋
台
、
文
化

活
動
の
発
表
な
ど

●
出
演
者
募
集

対
象　

県
内
在
住
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
承
諾

　

が
必
要

※
カ
ラ
オ
ケ
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

　

の
、
運
営
の
支
障
と
な
る
も
の
不
可

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

申
込
期
限　

９
月
６
日
（
金
）

申
込　

ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
企
画
制
作
局

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
１
―
３
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
・
日
除
く
）

問
合　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
　
　
　
　
　
　

県
民
生
活
安
全
担
当

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
５
０

第
１
回　

吉
野
、
関
野
・
上
の
原

日
程　

10
月
２
日 

（
水
）

第
２
回　

つ
る
川
、
奴
多
尻

日
程　

10
月
９
日 

（
水
）

第
３
回　

犬
目
、
戸
沢

日
程　

10
月
23
日
（
水
）

第
４
回　

猿
橋
・
駒
橋
、
大
月

日
程　

10
月
30
日
（
水
）

時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
回
共
通
）

場
所　

大
月
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　

Ｃ
号
館　

１
０
１
教
室

講
師　

大
月
短
期
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栁
や
な
ぎ
さ
わ沢
幸こ

う

じ治
氏

問
合　

大
月
短
期
大
学　

事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
５
６
１
１

が
ん
患
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
会

日
程　

（
１
コ
ー
ス
４
回
）

　

10
月
３
日
（
木
）・
17
日
（
木
）・

　

31
日
（
木
）・
11
月
14
日
（
木
）

場
所　

県
立
中
央
病
院
、
県
立
大
学
池

田
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
入
門
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
実
践
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

対
象　

が
ん
患
者
、
が
ん
経
験
者
な
ど

で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
関
心
の
あ
る
方

※
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
…
ピ
ア
は
、「
仲
間
」

　

と
い
う
意
味
で
、
同
じ
よ
う
な
悩
み

男
性
の
料
理
教
室

日
時　

10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
栄
養
指
導
室

定
員　

12
名
（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー　

・
レ
バ
ニ
ラ
炒
め

・
春
雨
サ
ラ
ダ

・
き
の
こ
の
ス
ー
プ

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口

実
施
主
体　

大
月
市
保
健
活
動
推
進
員

会
、
市

申
込
・
問
合

　

保
健
介
護
課　

健
康
増
進
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
講
座

大
月
短
期
大
学　

公
開
講
座

古
文
書
で
歩
く
甲
州
街
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　

十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ

返
舎
一い

っ

く九
の
『
諸し

ょ
こ
く国

道
ど
う
ち
ゅ
う中

金か
ね
の
わ
ら
じ

草
鞋
』
を
使
用
し
て
、
古
文
書
を
読

む
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
甲
州
街
道

の
状
況
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
今
回
は
そ
の
第
２
弾
で
す
。
今
回

は
吉
野
（
神
奈
川
県
相
模
湖
）
か
ら
大

月
ま
で
を
対
象
と
し
、
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

暮らしの情報
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申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
メ
ー

ル
、
ま
た
は
窓
口

※
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

秋
季
北
麓

　

シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

10
月
８
日
（
火
）（
雨
天
中
止
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分

場
所　

富
士
北
麓
公
園　

陸
上
競
技
場

対
象　

50
歳
以
上
の
男
女

定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
〜
９
月
25
日
（
水
）

申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
便
、
ま
た
は
窓
口

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず

　

確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
共
通
事
項

申
込
・
問
合　

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

　
　
　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　

県
体
育
協
会

　
　
　
　

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
　

☎
０
５
５
５
―
２
４
―
３
６
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
５
―
２
４
―
３
３
６
８

　
　
　
　
　
　

h
o
k
u
ro
k
u
@
m
fi .o
r.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w
w
w
.m
fi.o
r.jp
/h
o
k
u
ro
k
u
/

下
水
道
ま
つ
り

日
時　

９
月
７
日
（
土
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内
容　

下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道

教
室
、
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選

会
、
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中

　

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
・
問
合　

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

（
富
士
川
町
長
沢
１
７
９
０
番
地
）

　
　

☎
０
５
５
６
―
２
２
―
８
５
１
１

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
　
　

＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム

日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時　

場
所　

富
士
北
麓
公
園　

陸
上
競
技
場

　
　
　
　

（
雨
天
時
は
体
育
館
内
）

対
象　

・
家
族
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

（
必
ず
成
人
１
名
が
入
る
事
）

　
　
　

・
小
学
生
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

（
小
学
生
だ
け
で
構
成
）

※
原
則
１
グ
ル
ー
プ
４
名
（
た
だ
し
、

　

３
名
ま
た
は
５
名
も
可
）

定
員　

40
組

参
加
費　

１
組
３
０
０
円

申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
〜
９
月
30
日
（
月
）

県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

き
の
こ
写
真
展　

「
標
高
別
の
き
の
こ
」

日
時　

９
月
７
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　

〜
10
月
６
日(

日)

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容　

山
梨
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
き

の
こ
の
写
真
を
展
示
、「
き
の
こ
」
と

「
森
」
の
関
係
を
紹
介

森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
（
秋
）

日
時　

９
月
の
土
、
日
、
祝
日

　

午
前
10
時
／
11
時
／
午
後
１
時
／

　

２
時
／
３
時
（
１
回
約
50
分
）

場
所　

県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　

１
階
教
育
ス
タ
ッ
フ
室
前

内
容　

研
究
所
周
辺
の
動
植
物
の
様
子

や
富
士
山
の
成
り
立
ち
な
ど
を
ガ
イ
ド

が
説
明
し
な
が
ら
、
森
の
中
を
歩
く

※
申
込
不
要
（
た
だ
し
10
名
以
上
の
場

　

合
は
、
要
事
前
連
絡
）

●
共
通
事
項

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

な
し

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合　

県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　

環
境
教
育
・
情
報
担
当

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
３

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報
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消
費
生
活
相
談

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル

　

高
校
生
の
娘
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。

「
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
と
無
料
動
画

が
見
ら
れ
る
」
と
あ
っ
た
の
で
、
表
示

さ
れ
て
い
た
電
話
番
号
に
電
話
し
て
暗

証
番
号
を
入
手
し
た
。
再
び
サ
イ
ト
に

入
り
暗
証
番
号
を
入
力
し
た
と
こ
ろ
、

突
然
数
十
万
円
を
請
求
す
る
画
面
に
変

わ
っ
た
。び
っ
く
り
し
て
接
続
を
切
り
、

そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
い
た
が
、
半
月

後
留
守
番
電
話
に
「
支
払
い
を
し
て
い

な
い
の
で
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
男
性

の
声
で
伝
言
が
あ
っ
た
。
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
電
話
を
す
る
こ
と
で
電
話
番
号
を
知

ら
れ
て
し
ま
い
、
直
接
電
話
で
支
払
い

の
督
促
を
受
け
た
り
、
強
引
に
名
前
や

住
所
な
ど
を
聞
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

○
安
易
に
電
話
を
か
け
た
り
メ
ー
ル
を

送
信
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
も
し
請
求
さ
れ
て
も
慌
て
て
支
払
わ

ず
に
、
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相

談

そ
 う

だ
 ん

●
消
費
生
活
相
談
（
電
話
・
面
談
）

　

市
役
所
で
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。（
Ｐ
29
の
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

問
合　

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

地
方
相
談
室
☎
(45)
５
０
３
８

市
民
課
生
活
環
境
担
当
☎
(23)
８
０
２
３

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

　

毎
月
の
法
律
相
談
に
加
え
、10
月
は
、

山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
法
律
的
な
相
談

な
ら
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所

定
員　

６
名
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分

申
込
期
間

９
月
17
日
（
火
）
〜
10
月
23
日(

水)

　

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

申
込
方
法　

電
話

申
込
・
問
合　

市
民
課

　
　

生
活
環
境
担
当　

☎
(23)
８
０
２
３

内
容　

里
山
の
森
に
余
る
木
々
を
使
っ

て
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
行
っ
た
り
、 

薪
を

使
っ
て
火
を
お
こ
し
食
体
験
な
ど
を
行

い
ま
す
。
第
２
回
は
「
最
強
は
誰
か
？

竹
で
水
鉄
砲
作
り
」

②
ハ
ー
ブC

afe

日
時　

９
月
12
日(

木)

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

内
容　

ハ
ー
ブ
の
簡
単
調
理
や
ク
ラ
フ

ト
を
し
な
が
ら
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽
し

む
。
今
月
は
「
バ
ジ
ル
で
ジ
ェ
ノ
ベ
ー

ゼ
ソ
ー
ス
作
り
」

③
水
草
メ
ダ
カ
倶
楽
部
最
終
回 

日
時　

９
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

水
辺
の
植
物
と
生
き
も
の
を
身

近
に
楽
し
む
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
こ

れ
か
ら
の
水
草
管
理
」 

●
共
通
事
項 

対
象　

①
②
③
ど
な
た
で
も 

定
員　

①
③
15
名
（
予
約
制
） 

　
　
　

②
20
名
（
先
着
順
） 

参
加
費　

①
③
１
人
５
０
０
円

　
　
　
　

②
１
人
３
０
０
円

申
込
・
問
合

　
　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク　

加
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
３
０
８
０

　
　
　
　
　

in
fo
@
w
elln
essp
ark
.jp
 

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定
員　

50
名

内
容　

「
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
ズ
ヴ
ィ
ル
へ

の
道
」、「
松
田
聖
子
ラ
ブ
リ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」、「
楽
器
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
他

演
奏　

大
月
吹
奏
楽
団

身
近
な
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　

＆
避
難
所
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

９
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員　

50
名

内
容　

避
難
所
に
お
い
て
起
こ
り
う
る

問
題
を
想
定
し
な
が
ら
、
運
営
に
必
要

な
ル
ー
ル
作
り
を
み
ん
な
で
考
え
る

講
師　

福ふ

く

だ田
紀の

り

こ子
氏
（
東
日
本
大
震
災

女
性
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
共
通
事
項

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合　

県
立
男
女
共
同
参
画

　
　
　

推
進
セ
ン
タ
ー
・
ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
１
６
６
６

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
里
山
あ
そ
び
倶
楽
部 

日
時　

９
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

暮らしの情報
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移
動
県
民
相
談

日
時　

９
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

富
士
東
部
建
設
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

　
　
　

（
大
月
町
花
咲
１
６
０
８
―
３
）

内
容　

法
律
相
談
（
家
族
、近
隣
問
題
、

相
続
、
金
銭
貸
借
）、
土
地
相
談
、
住

宅
相
談
、
交
通
事
故
相
談
、
消
費
生
活

相
談

※
予
約
不
要

問
合　

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

相
談
・
啓
発
ス
タ
ッ
フ

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
７
１

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

　

の
開
設
・「
法
務
局
講
座
」
の
開
講

①「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

日
時　

10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

　
　

（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
１
８
）

内
容

・
土
地
、
建
物
、
会
社
、
法
人
等
の

　

登
記
に
関
す
る
こ
と

・
隣
地
と
の
筆
界
に
関
す
る
こ
と

・
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
に

　

関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
供
託
に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
等
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す

　

る
こ
と

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士

　
　
　
　

公
証
人
、
土
地
家
屋
調
査
士

　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

相
談
時
間　

１
人
50
分
程
度

相
談
料　

無
料
（
要
予
約
）　

※
秘
密
厳
守

②
「
法
務
局
講
座
」
の
開
講

日
程　

10
月
６
日
（
日
）

場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

内
容

・「
相
続
に
つ
い
て
」

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

・「
遺
言
制
度
・
任
意
後
見
制
度
に
つ

　

い
て
」

　
　

午
後
１
時
20
分
〜
２
時
50
分

定
員　

30
名

講
師　

法
務
局
職
員
・
公
証
人

受
講
費　

無
料
（
要
予
約
）

●
共
通
事
項

申
込
・
問
合

　
　
　
　
　

甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
５
３

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
５
１

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内
や
近

隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ
や
虐
待

な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
人

権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
る
相
談
電

話
を
設
置
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守

日
時　

９
月
９
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
　

９
月
14
日
（
土
）
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
員

　

甲
府
地
方
法
務
局
職
員

　

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権

擁
護
委
員

　
　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

10
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　

（
都
留
市
中
央
３
―
９
―
３
）

相
談
員

　

調
停
委
員
・
司
法
委
員
・
参
与
員

内
容　

・
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償　

・
土
地
、
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り

・
貸
金
、
約
束
手
形
の
取
り
立
て

・
山
林
、
宅
地
な
ど
の
境
界
争
い

・
扶
養
、
離
婚
、
相
続
問
題

・
家
庭
内
や
親
族
間
の
も
め
ご
と

・
多
重
債
務
な
ど
の
借
金
問
題

※
予
約
不
要

問
合

　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
都
留
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

都
留
簡
易
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(43)
２
１
８
５

県
下
一
斉
無
料
相
談
会

日
時　

10
月
５
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

・
Ｑ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
５
階
（
富
士
山
駅
ビ
ル
）

　

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
―
５
―
１
）

・
ぴ
ゅ
あ
総
合

　

（
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２
）

な
ど
５
か
所

内
容　

遺
言
相
続
、
会
社
・
法
人
設
立

相
談
、
営
業
許
認
可
、
成
年
後
見
、
農

地
利
用
関
係
、
契
約
書
作
成
、
外
国
人

業
務
、
事
務
代
行
な
ど

※
予
約
不
要

問
合　

山
梨
県
行
政
書
士
会

　
　

（
甲
府
市
丸
の
内
３
―
２
７
―
５
）

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
７
―
２
６
０
１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報
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みんなの掲示板
日＝日時、日程　練＝練習日　場＝場所　内＝内容

対＝対象者　定＝定員　￥＝参加料、会費　主＝主催

持＝持ち物　申＝申込方法　問＝問合先　他＝その他

第１６回　耿玄社書展　併催
　　　　　　　　学生書道展・水鳴閣収蔵展
　「文化を大月市から」をキーワードとし
て、現代の書を創造することを目的とし、会
員一同の作品を展示しております。また、学
生展は書道文化の教育推進・普及のため毎年
開催しております。ぜひ市民の方々にもご高
覧いただければ幸いです。
■日＝９月１４日（土）～１６日（月・祝日）
　　　午前１０時～午後６時
　　　※最終日１６日は午後４時まで
■場＝市民会館２Ｆギャラリー・３Ｆ講堂
■￥＝無料
■主＝大月市書道会
■問＝耿玄社事務局望月　☎（22）０４８１

秋の猿橋を楽しむ会
　恒例の猿橋９月のイベントが今年も盛大
に開催されます。「往く夏を惜しむ民謡流
し」。秋の始まりを楽しみながら、歌と踊り
を楽しんでいただけます。是非皆さまでお越
しください。
■日＝９月７日（土）午後６時
　　　※雨天の場合は、翌日
■場＝名勝猿橋周辺
■内＝民謡、踊り、歌、模擬店、猿橋幼稚園
　　　児制作の灯篭展示
■問＝清水　☎(22)０５０７

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　

 

「
法
の
日
」
無
料
法
律
相
談
会

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
の
登
記
、
成

年
後
見
、
借
金
、
訴
訟
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

※
無
料
・
予
約
優
先

日
時　

９
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　

（
都
留
市
中
央
３
―
９
―
３
）

申
込
・
問
合　

山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
３
―
２
３
７
６

公
証
役
場
の
利
用

　

10
月
１
日
〜
７
日
は
公
証
週
間
で
す

内
容　

遺
言
状
の
作
成
、
金
銭
、
土
地
・

建
物
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・

養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
契
約

を
公
正
証
書
で
作
成
す
る
た
め
の
相
談

相
談
料　

無
料

※
秘
密
厳
守

※
日
本
公
証
人
連
合
会
に
お
い
て
も
、

　

10
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）
の

　

期
間
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
８
２
３
９

問
合　

大
月
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　

（
駒
橋
１
―
２
―
２
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
４
５
２

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

暮らしの情報

「中国文化に出会う会、はじめます」
　都留文大の中国人留学生と一緒に、多様な
中国文化にふれてみませんか？
■日＝１０月より大学の授業期間中に隔週火
曜日開催　午後６時１０分（１時間半程度）
■場＝都留文科大学
■定＝１０名（先着順）
■￥＝無料
■内＝中国文化の紹介、太極拳講習、留学生
と日中の文化風習についての語らいなど
■問＝周　☎０９０－３４５２－６９９１　
　　　井上　☎０８０－１９４９－０８９６
皆さんのご参加をお待ちしています。

映画上映会のお知らせ～福島を知ろう～
■日＝９月８日（日）午後１時３０分
■場＝大月キリストの教会幼稚園
■内＝飯館村～故郷を追われる村人たち～
■￥＝無料
■主＝郡内地区映画を観る会
■問＝大月キリストの教会幼稚園
　　　　☎（22）０３１２

白河天狗山籏争奪第１８回東北関東選抜
　　　　　　壮年軟式野球大会に出場します
　４０歳以上で構成する軟式野球チーム、
「大月ベースボールスピリッツ」は、７月
１９日から開催された県予選大会で、準優勝
し、各県代表など１６チームによって行われ
る東北・関東大会へ出場することになりまし
た。
　頑張るおじさんたちを応援してください。
■日＝９月７日（土）～８日（日）
■場＝福島県白河市　表郷天狗山球場ほか
■問＝大月ベースボールスピリッツ
　　　　　代表　柏木　☎（22）７１６９

糸洲流世界空手道選手権大会に出場しました
　７月２８日、大阪府立門真スポーツセンター
なみはやドームにて開催された大会に出場し
た２名の選手が優勝、３位という成績をおさ
めました。
★シニア女子（２１才～３５才） 有段者

　　形の部　３位　黒
くろべ

部芹
せり な

菜（猿橋小５年）
■問＝北神館空手道スポーツ少年団　浅川
　　　　☎（23）１２２５

　　形の部　優勝　浅
あさかわ

川貴
たか こ

子
★チルドレン男女（９才～１０才）



国 保 ・ 高 齢 者 医 療

～国民健康保険税・後期高齢者医療保険料は、納期限までに忘れずに納めましょう～

問合　日本年金機構　大月年金事務所　☎ (22) ５８３７
　　　市民課　国保年金担当　☎ (23) ８０３７国民年金

★特定健診（生活習慣病健診）の申し込み…

　がん検診と一緒に受診することができます。１０月３０日まで市立中央病院健診センターで受診でき

ますので、９月中（申込期間を延長しました）に電話にてお申し込みください。

　〇自己負担金…６９歳以下の方→１，０００円、７０歳以上の方→５００円

　　（がん検診は、受診項目により金額が異なります。申し込みの際にご確認ください。）

　　※がん検診項目…（肺がん、肝がん、大腸がん、胃がん（バリウム検査）、前立腺がん（男性））検診

　〇申　込　先…保健介護課　健康増進担当　☎（23）８０３８

問合　市民課 国保年金担当　☎（23）８０３７

　〇対象者…昭和２２年４月２日～昭和２３年４月１日　昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日

　　　　　　昭和３２年４月２日～昭和３３年４月１日　昭和３７年４月２日～昭和３８年４月１日

　　　　　　昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日　昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日

　　　　　　昭和５２年４月２日～昭和５３年４月１日　

　〇自己負担金…１３，０００円（クーポン券をお持ちの方は、負担額が変わります。）

　〇申　込　先…市立中央病院健診センター　☎（22）１２５１

「ジェネリック医薬品」を利用しましょう！

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬 ( 先発医薬品 ) と同等の効能効果をもつ医薬品であり、

開発費用や開発時間が少ないため価格が安く、医療費を節約することができます。 

　詳しくは、医師にご相談ください。

「保健事業のご案内」…健診の申し込みはお済みですか。

★すこやか大月市民健診（人間ドック）の申し込み…

　３５歳から６５歳までの国保に加入している方のうち、次の対象者に案内をお送りしています。１０

月３０日まで市立中央病院健診センターで受診できますので、９月中に電話にてお申し込みください。

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

 

社
会
保
険
・
共
済
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
30
歳
未
満
の

フ
リ
ー
タ
ー
や
、
大
学
を
卒
業

後
、
就
職
活
動
中
の
方
な
ど
が

対
象
で
、
本
人
や
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ

れ
ば
、
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
世
帯
主
の
所
得
は

問
わ
れ
ま
せ
ん
。

◆
納
付
猶
予
制
度
が
承
認
さ
れ

て
い
る
期
間
は
、
未
納
扱
い
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
慮
の
事

故
や
ス
ポ
ー
ツ
、
病
気
な
ど
で

身
体
に
障
害
が
残
っ
た
場
合
や

死
亡
し
た
場
合
に
は
障
害
基
礎

年
金
、
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10

年
間
は
追
納
が
可
能
で
す
の

で
、
受
給
資
格
期
間
な
ど
の
支

給
要
件
を
満
た
す
と
、
追
納
さ

れ
た
分
が
老
齢
年
金
額
の
計
算

に
反
映
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に

し
な
い
で
、「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
の
申
請
を
し
ま
し
ょ

う
。

※
学
生
の
方
は
「
若
年
者
納
付

　

猶
予
制
度
」
を
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。「
学
生
納
付
特
例

　

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
障
が
い
者
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
、
災
害
が
起
こ
っ
た

時
に
「
自
分
の
身
を
守
る
」
こ
と
が
困
難
な
方
々
（
災
害
時
要
援
護
者
）

が
、
地
域
で
の
支
援
を
希
望
す
る
場
合
は
、
地
域
の
方
々
が
事
前
に
個
別

の
情
報
を
把
握
し
、
迅
速
か
つ
適
格
な
援
助
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と

る
た
め
、「
大
月
市
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、
災
害
時
な
ど
に
可
能

な
限
り
情
報
の
伝
達
や
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め

に
必
要
な
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
し
た
地
域
支
援
者
の
登
録
を
行
う
こ

と
で
、
災
害
時
要
援
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
こ
の
制
度
の
推
進
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者
（
助
け
て
も

ら
う
方
）
や
地
域
支
援
者
（
助
け
る
方
）
を
記
載
し
た
登
録
台
帳
を
整
備

し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
主
防
災
会
な
ど

と
連
携
し
て
登
録
者
の
輪
を
広
げ
、
災
害
時
の
救
援
活
動
が
迅
速
に
行
え

る
よ
う
に
「
い
ざ
」
と
言
う
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル

○
「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
」
の
ご
紹
介

① ② ③

問
合　

市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

☎
(23)
２
０
０
１

　
　
　

福
祉
課　

福
祉
総
務
担
当　

☎
(23)
８
０
３
０

　市では、各種メニューを用意し、出前講座を行っています。

　その中には、地域包括支援センターの講座もあり、公民館や集会所で、講義または介護予防

のレクリエーションなどで体を動かす講座を開催しています。

　これからも、介護や福祉、医療の相談に応じる当センターを住民の皆さんに知っていただき

たく出張します。

　地域で活動される高齢者学級や老人クラブ、ふれあい・いきいきサロンなど、１０人以上の

方で構成された団体で、出前講座の開催を計画する際は、お気軽にご相談ください。

はい、地域包括支援センターです

地域に出向いて出前講座を行っています。

問合　保健介護課　地域包括支援センター

　　　　　　　　　　　 ☎ (23) ８０３４

ここで一息！　頭の体操　３問クイズ !!　それぞれの答えは何でしょう？

　

登
録
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
へ
相
談
す
れ
ば
、
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■出前講座メニュー（保健介護課　地域包括支援センターの講座です）

　№ 40　「地域包括支援センターとは」

　№ 43　「取り組もう介護予防」

　№ 45　「認知症サポーター養成講座」

答えは、最終ページ下段をご覧ください。
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毎月１日～７日は「家族で食事週間」毎月１日～７日は「家族で食事週間」食事を通して家族みんなで健康づくり

知って得する！保健師＠mame-chishiki
保健介護課　健康増進担当　☎（23）８０３８

　

　毎年のように、地震、台風、集中豪雨などの自然災害が発生し、各地で多くの被害が出ています。

　けがや事故などで出血、骨折、火傷、強打（頭・胸・背中・腰など）した時などの応急手当や、急病、

急な症状（頭痛、腹痛など）、意識障害、呼吸困難、胸痛などの手当てなどを知っておくことが必要です。

　特に、応急手当は、特別の人が覚えるものではなく、多くの人に覚えておいていただきたいものです。

　突然の事故や病気の時、まずは１１９番の通報、そして救急現場に居合わせた人が、救急車が到着

するまでの間に、適切な応急処置を行なうことにより、救命の可能性はとても高くなります。家族や

友人、または隣人が倒れた時に、困らず、落ち着いて救急処置できるように知識を身につけておくこ

とは大切なことです。

　市が行なっている出前講座に、救急法の指導（心肺蘇生法・応急手当の方法）もありますので、ぜ

ひ活用していただき、救急法の実際を知っておいてください。

　〇応急対応のために家庭の「救急箱」に必要なもの

　　絆創膏（大・小）、消毒液、滅菌ガーゼ、脱脂綿、包帯、テープ、解熱剤、かぜ薬、胃腸薬、

　　目薬、体温計、マスク、はさみ　など

　カルシウムは、歯や骨を作り、筋肉の収縮や神経の興奮を抑えるなど

の働きをします。普段は、骨などに蓄えられますが、食品から取り込む量が不足すると、蓄えられ

たものが体を維持する働きに使われます。そのため、慢性的に不足すると、骨がスカスカになり、

骨折や骨粗しょう症を起こす可能性が高くなります。

　特に、女性は妊娠期の赤ちゃんの発育や閉経後ホルモンの影響で骨量が減りやすいので、積極的

にカルシウムをとりましょう。

○カルシウムの多い食品

　牛乳・乳製品、大豆製品（豆腐・納豆・がんもどき）、魚介類（いわし・しらす・魚の缶詰・干エビ）、

野菜（モロヘイヤ・小松菜・大根葉）、海藻（ひじき・のり）、ごまなど　

○カルシウムの上手な摂り方

　カルシウムは、酸味のある酢やレモン、梅などと一緒に組み合わせると吸収が高まります。また、

きのこや鮭などに多いビタミンＤ、きなこやごま、納豆のネバネバ成分もカルシウムの吸収を高め

ます。さらに、圧力鍋を使用すると、いわしや鮭などは骨まで軟らかく食べらますので、カルシウ

ム量が多くなります。ごまやのりは、ご飯にかけたり、おひたしや卵焼き、酢の物に入れるなど色々

な料理に工夫しながら使ってみましょう。

　カルシウムの多いものは、同じ種類に偏らず、色々な食品を食べることを心がけましょう。

こんにちは保健師です

９月９日は、９( きゅう ) と９( きゅう ) で「救急の日」です。９月９日は、９( きゅう ) と９( きゅう ) で「救急の日」です。

カルシウムは足りていますか？カルシウムは足りていますか？

～９月１日は、「防災の日」です。～

　　いつ起こるかわからない災害などに備え、一人ひとりが様々な対応策を考え、いざという時に　

行動できる知識を身につけておくことはとても大切なことです。家族の中で、いざという時にどう　

行動するかも話し合っておきましょう。　
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★今月のお薦め図書

・ホントはコワイ夏バテ５１の対策

　　　　　　　　　　　　　　　（日
にっとう

東書
しょいん

院本
ほんしゃ

社）

　夏バテは、ほうっておくと病気の危険も…。ラ

イフスタイル、栄養補給などを取り上げ、夏バテ

に負けない身体つくりやアイデアを紹介。

★新着図書≪一般図書≫

・学級崩壊立て直し請負人（菊
き く ち

池省
しょうぞう

三）

・警告！身近な薬の副作用（小学館）

・ルポ産ませない社会（小
こばやし

林美
み き

希）

★おすすめの児童図書

・クモばんばとぎんのくつした（仁
に し な

科幸
さ ち こ

子）

　なめくじのぼうやは、ある日、クモのおばあさん

と出会います。ふたりはクモの糸で編んだ編み物

を売る「クモばんばの店」で力を合わせ始めまし

たが…。本市在住絵本作家の待望の新作。

★新着図書≪児童図書≫

・おどろきのスズメバチ（中
なかむら

村雅
ま さ お

雄）

・やまのおばけずかん（斉
さいとう

藤洋
ひろし

）

・声をきかせて（樫
かしざき

崎茜
あかね

）

★展示のご案内　　　　

・『教科書展示コーナー』

　　　　（常設展示：２階ヤングアダルト書架付近）

・『職員おすすめの本』（～１０月３０日：１階展示架）

・『子どもにすすめたい本』（～１０月３０日：２階展示ホール）

★おはなし会・よみきかせ（２階おはなしコーナー）

・「たのしいひととき」１３日（金）午前１１時～

　朗読ボランティア『如月の会』

　対象は幼児　内容　本、紙芝居の読み聞かせ

・「おはなし会」２１日（土）午前１１時～

　絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』

　対象は幼児、小学生

　内容　絵本の読み聞かせとおはなし

・「ちいさなおへや」１８日（水）午前１１時～

　絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』

　対象は幼児　内容　絵本の読み聞かせ、手あそび

★お知らせ

　予約資料は、連絡した日から７日以内にご来館く

ださい。（７日を過ぎると予約を取り消します。）

　ご来館できない場合は、ご連絡をお願いします。

９月の休館日

図書館利用・開館時間（※図書館の運営には、電源立地地域対策交付金が活用されています。）

○○「火・水・木・金」･･･　午前９時～午後７時

○○「土・日・祝日」･････　午前９時～午後５時　　　　問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

図書館へ
　　行こう！

【教育相談室のご案内】

◆相談内容

　「就学」や「学校

生活の悩み」など

◆相談方法　

　面接相談

◆相談日・時間

　毎週月・火・木曜日

　午前９時 30分

　　　　～午後３時

◆申し込み先

　大月市教育相談室

　　（市役所内）

　☎ (23)８０５８
※相談は無料で、

　秘密は厳守します

（要予約）お気軽に

　ご相談ください。

　

何
年
か
前
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
小
学
校
の
夏
休
み
作
品

展
で
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
親
子
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

Ａ
君
の
日
常
の
様
子
か
ら
、
出
品
作
品
は
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
仕
上
げ
た
と
容
易
に
想
像
で
き
ま
し
た
が
、
出
来

栄
え
は
も
う
一
歩
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
本
人
も
見
栄
え
を

気
に
し
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
作
品
展
を
Ａ
君
と
丹
念
に
見

て
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
Ａ
君
の
作
品
の
所
に
来
て
、

さ
り
げ
な
く
Ａ
君
の
肩
に
手
を
ま
わ
し
な
が
ら
「
一
生
懸
命

に
考
え
て
作
っ
た
ね
」「
こ
こ
の
形
と
色
が
と
っ
て
も
い
い

よ
。君
ら
し
い
よ
」と
声
を
か
け
ま
し
た
。こ
の
言
葉
に
は「
失

敗
し
て
も
、
う
ま
く
で
き
な
く
て
も
、
お
母
さ
ん
は
お
前
の

良
さ
が
分
か
る
よ
。
お
前
の
味
方
だ
よ
」
と
い
う
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い

た
Ａ
君
は
、母
を
見
上
げ
て
ニ
ッ
コ
リ
と
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

親
と
子
が
信
頼
と
い
う
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
れ
ば
、
子

ど
も
の
心
は
安
定
し
、
自
信
が
生
ま
れ
、
成
長
と
と
も
に
少

し
ず
つ
自
信
が
つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
一
生
懸

命
な
試
行
錯
誤
を
じ
っ
と
見
守
り
、何
度
で
も
ト
ラ
イ
さ
せ
、

必
要
に
応
じ
て
時
に
は
手
を
差
し
の
べ
、
支
え
続
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
し
か
し
見
守
る
・
ト
ラ
イ
さ
せ
る
・
手
を
差

し
の
べ
る
等
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
が
…
…
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Ｆ

　●今月の納税期限　　★国民健康保険税／★介護保険料／★後期高齢者医療保険料　３期納期　

おおつき情報カレンダー
９  2013 長月

10
火日 木月 水 金 土
１ ２ ３ ４

６
５

８ ９ 10 11 12７
13 15 16 17 18 1914
20 22 23 24 25 2621
27 29 30 3128

OCT

※略称

役…市役所　福…福祉センター　保…保健センター　市…市民会館

各種相談情報
子育て支援情報

上記表のマークについて

今月のイベント情報などのお知らせです。

詳細は、お問い合わせくださいね！

… 法律相談（要予約）午前９時～正午 役 市民課 (23)8023

… 人権相談 午後１時～３時 市 市民課 (23)8023

… 行政相談 午後１時～３時 役 市民課 (23)8023

… 登記相談（要予約）午後１時～２時 30 分 役 市民課 (23)8023

… 消費生活相談 午前９時～午後４時 役 市民課 (23)8023

… 心配ごと相談 午前９時～ 福 社会福祉協議会 (23)2001

… 成年後見制度無料相談 午後１時 30 分～ 役 保健介護課 (23)8034

… 結婚相談 午後１時～５時 市 結婚相談所 (22)4811

法

結

成

消

登

行

人

心
配

 

Ａ　４か月児（H25.4）健診 　　　　　  午後 1時 15 分受付

Ｂ　９か月児（H24.11）健診　　　　　　午後 1時 15 分受付

Ｃ　１歳６か月児（H24.2）健診　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｄ　２歳児（H23.8）歯科健診　　　　   午後 1時 15 分受付

Ｅ　２歳６か月児（H23.2）フッ素塗布　 午後１時 15 分受付

Ｆ　３歳児（H22.7）健診　　　　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｇ　ママパパ学級　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分～

Ｈ　育児教室（H25.8）　　　　　　　　  午後 1時 20 分受付

Ｉ　もぐもぐ（離乳食）教室　　　　　  午前 9時 20 分までに受付

Ｊ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（乳児）　　　　　　 午前 10 時～

Ｋ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（幼児）　　　　　　 午前 10 時～

※場所　保健センター　※問合　保健介護課健康増進担当（23）8038

Ｉ

心
配

心
配

Ｂ

Ａ

Ｋ

Ｊ

行

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat

１
●市総合防災訓練
●メールマガジン

配信

２ ３ ４ ５ ６ ７
●大月短期大学付
属高校「岩殿祭」　
P19

８
●つきの市
午前 9時～午後 1時

( 宮谷入口信号横）
●サッカー教室

９

   

10 11 12 13 14
●災害ボランティ
アセンター設置運
営訓練　P19

15 16

   

17 18 19
●手作り教室　
P19

20 21
●大ツキ夕やけ市
正午～午後４時
（大月駅前）
●秋の全国交通
　　安全運動
　　　（～ 30 日）

22 23 24 25
●親子遊び　P19

26 27
●親子遊び　P19

28

29 30 １

 10 月

２ ３ ４ ５
●金婚祝賀式　
P16
●ヴァンフォーレ
甲府大月市・山中
湖村サンクスデー
　P19

法

登

人

成

消消

心
配

心
配

心
配

心
配

Ｃ

Ｆ

消

心
配

消

消

人

ＥＤ

  満月

消

消

先勝

先勝 大安

友引

友引 赤口

先負

先負

先負

仏滅

仏滅

友引

友引

大安 大安

先負

赤口

赤口 仏滅

下弦

新月

上弦

大安 赤口先負 仏滅

法

消

消

先勝 先勝

心
配

安

友引 大安 友引先負 仏滅

Ａ ＪＨ

心
配消結

結

結

結

結
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　個人宅を訪問して市民の皆さんと接する機会

の多い事業所と、みまもりの協定を結びました。

　事業者の方が訪問した時に、いつもと違う様

子を感じた場合は、市に通報する仕組みです。

　また一つ、安心・安全が高まりました。

※協定事業者…大月郵便局、上野原郵便局、

　　　　　　　生活協同組合パルシステム山梨

 自主防災会長および地区代表者合同防災会議

　　７／ 28　市民会館

　台風シーズンを前に、「自助」・「共助」の意

識を高めるための取り組みとして、本市初の自

主防災会と自治会合同の全体会議が行われまし

た。

　災害による脅威は、計り知れないものがあり

ますが、普段の気構えで被害を最小限にできる

減災への取り組みはとても大切なことです。

　みまもりネットに関する協定調印式

　　７／ 29　市役所委員会室

　

昨
年
９
月
に
校
舎
の
建

設
に
着
手
し
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
３
階
建
て

校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

多
目
的
室（
写
真
左
下
）

の
壁
に
は
、
大
月
産
の
檜

材
を
、
他
の
部
屋
（
写
真

左
上
）
に
も
本
県
産
の
檜

材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用

し
て
、
引
っ
越
し
作
業
が

行
わ
れ
、
新
校
舎
で
２
学

期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

まちまちの話題の話題
HOT SPOTHOT SPOT

大
月
東
中
学
校　

竣
工
式　
　
　
　
　
　
　
　

　

８
／
２　

大
月
東
中
学
校

吹奏楽部による演奏吹奏楽部による演奏
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　今年も高学年の小学生を対象に、夏休み中の

体験イベントが一泊二日で行われました。

　参加した児童たちは、スポーツレクレーショ

ンや工作、バーベキュー、宿泊体験など、学

校生活とは違った経験をたっぷりと楽しみまし

た。　ふれあいの場や集団生活の中での数々の

思い出は、これからきっと役立つでしょう。

第 12回平和を願う朗読会

　８／４　市立図書館

　平和を願う地道な活動として、朗読ボラン

ティア「如月の会」が、原爆や大月空襲などの

悲惨な戦争を語り続けています。後生に伝える

使命を担い、映像と共に分かりやすく朗読する

方の熱意が伝わる朗読会でした。

　また、同会は、「広報おおつき」を毎月、目

の不自由な方に朗読テープで提供しています。

　ひまわりを育てました

　　７／ 25　大月町真木地内

　真木保育園の子どもたちは、４・５年前から

ひまわりを育てています。草取りなどを通じて

土に触れ、みんなで楽しそうに作業をしていま

した。指導している、ボランティアの藤本さん

…「子どもたちの笑顔と賑やかな声を聞くと、

やりがいを感じ、毎年、届くお礼の手紙は、宝

物です。」と話していました。

★身近な話題をお伝えするコーナーです。あなたの地域の情報をお待ちしています。

わいわい道中　

　７／ 29～ 30　市総合体育館

草取りをする子どもたち草取りをする子どもたち

空き缶を利用した鏡作り空き缶を利用した鏡作り



ＤＡＴＡ　（Ｈ25.8.1 現在）住民基本台帳による

世帯数 10,706　人口 27,329　〈男〉13,378　〈女〉13,951

この広報は、環境保護に配慮した再生紙、大豆油インキを使用しています。

月生まれの９
元気な子

　

平
成
22
・
23
・
24
年
の
10
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
掲
載
希
望
の
方
は
、
９

月
12
日
（
木
）
ま
で
に
、
お
子

さ
ん
の
写
真
（
頭
部
の
周
辺
に

余
白
の
あ
る
も
の
）
と
お
子
さ

ん
の
名
前
、
生
年
月
日
、
保
護

者
の
名
前
、
続
柄
、
住
所
、
電

話
番
号
、
20
文
字
程
度
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
ド
シ
ド
シ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
送
付
を
希
望

の
方
も
同
様
の
内
容
を
記
載

し
て
、『k

o
u
h
o
u
-19206@

c
ity
.

otsuki.lg
.jp

』
に
ご
送
信
く
だ
さ

い
。
受
信
確
認
後
、
返
信
メ
ー

ル
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
送
信
す
る
際
は
、
タ

イ
ト
ル
「
広
報
お
お
つ
き
10
月

号
元
気
な
子
」
と
必
ず
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
送
信
後
、
１
日
以
上

経
過
し
て
も
返
信
が
来
な
い
場

合
に
は
、
メ
ー
ル
が
届
い
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お

手
数
で
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
ま
す
。）

※
お
写
真
は
、
返
却
し
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　９月１日は防災の日、
我が家でも、東日本大震
災の直後は、頻繁に発生
する余震や停電に、水や
食べ物、懐中電灯などを
備え、遠出するときの車
には、持ち出し品や着替
えも積んでいました。あ
の時揃えたの乾電池はど
こにしまったんだろう…
　常に、意識しているの
は難しいですが、防災の
日を機に、もう１度備え
を見直します。
　　　　　　　（Ｍ）

ほっとタイム

志
し む ら

村陸
りく

ちゃん（２才）
賑岡町強瀬

「いつも元気１００％！
歌を歌うのが上手で電
車と車がだーいすき！
お手伝いができるりっ
くんです♪」

志
し む ら

村斗
と う ま

真ちゃん（２才）
笹子町吉久保

「電車に動物、バイキ
ンマンがだぁーいす
き。いつも元気いっぱ
い、やんちゃな斗真で
す。」

相
あいざわ

澤瞬
しゅん

ちゃん（２才）
猿橋町藤崎

「ずーっと食べてる瞬
ちゃん♡兄サンに負け
るなっ (´ω｀ )」

小
お ま た

俣結
ゆ う が

雅ちゃん（２才）
大月町真木

「毎日飽きずにボール
を蹴っています。最近
覚えた言葉はバウルと
はにゅうです。」

●発行日／平成 25 年 9 月 1日
●発行・編集／大月市　〒 401-8601 山梨県大月市大月 2-6-20
●広報の問合先 / 秘書広報課 広聴広報担当
　TEL0554（23）8005　FAX0554（23）1216
　メールアドレス　kouhou-19206@city.otsuki.lg.jp

Ｐ 26 ３問クイズのこたえ　①三輪車　②月下美人　③小学生

渡
わたなべ

邊惠
け い と

斗ちゃん（２才）
大月町真木

「１０秒も、止まれな
い！ ?わんぱく小僧の
惠斗です o(^o^)o」

落
おちあい

合竜
りゅうのすけ

ノ介ちゃん（３才）
富浜町宮谷

「いつもニコニコのイ
タズラっ子♪お兄ちゃ
んと一緒に毎日元気に
遊んでます！」

佐
さとう

藤久
く れ あ

怜亜ちゃん（３才）
初狩町下初狩

「誰とでもすぐに仲良
くなれちゃう社交的な
くーちゃんです」

鈴
す ず き

木大
だ い ご

護ちゃん（３才）
猿橋町桂台

「トミカ大好き♪甘え
ん坊だけど、優しいお
兄ちゃんになりまし
た！」

嶋
しまざき

崎楓
ふう

ちゃん（２才）
猿橋町小沢

「台風の日に生まれた
楓チャン☆我が家の台
風の目 ( ^ ω ^ ) 我が家
のアイドル♡」

原
はらだ

田聖
せ り な

李愛ちゃん（２才）
富浜町鳥沢

「いつもニコニコ、時々
怪獣！！おしゃべり上
手なせりちゃんです。」

藤
ふじもと

本琉
る き あ

煌ちゃん（２才）
賑岡町強瀬

「やんちゃで、にぃに
も泣かしちゃうけどほ
んとは甘えんぼ♡すく
すく成長中★」

菅
すがや

谷ひなたちゃん（２才）
大月町真木

「歌とおしゃべりがとっ
ても上手！毎日元気
いっぱいです！」

山
やまもと

本晄
み つ き

希ちゃん（３才）
猿橋町猿橋

「あいおんちゅーあい
にーちゅー♪歌と遊び
とご飯が好きなみっく
んです。」

天
あ ま の

野志
し ゆ う

生ちゃん（３才）
笹子町吉久保

「トーマス大好き、に
いに大好き。いつも元
気な我が家のわんぱく
君です。」

近
こんどう

藤陸
り く と

斗ちゃん（３才）
賑岡町畑倉

「乗り物系が大好きな
りっくん☆笑顔が可愛
いやんちゃ坊主です
☆」

森
も り く ぼ

久保琉
るい

ちゃん（１才）
大月町花咲

「我が家のいやし担
当！！！ねぇねのコト
が 大 ス キ♡笑 顔 が
キュートな琉ちゃんで
す♪」

久
く し ま

島千
ち さ と

知ちゃん（１才）
猿橋町伊良原

「 お 兄 ち ゃ ん 大 好
き！！もっと遊んで～
(*^^*)」

天
あ ま の

野睦
よしひろ

大ちゃん（２才）
大月町真木

「歌って踊ってニッコ
ニコ！ねぇねもみぃみ
も大好き！いつも元気
なよっちゃんです☆」

小
お ま た

俣美
み あ

空ちゃん（１才）
大月町真木

「ご飯大好き元気でヤ
ンチャなあーちゃんで
す」

深
ふかさわ

澤昂
こう

ちゃん（１才）
賑岡町強瀬

「イタズラ大好き！甘
えん坊将軍のコウで
す♪みんなよろしく
ね！」

内
ないとう

藤光
こ う が

海ちゃん（２才）
猿橋町猿橋

「お絵かき大好き♡手
も足も机も壁もぜーん
ぶ僕のキャンパスだよ
(‾∀‾ )v」

田
た な か

中莉
り お

央ちゃん（３才）
猿橋町桂台

「イタズラ大好き♡お
てんばりおちゃん♪
いっぱい遊んで大きく
なってね！！」


